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田
園
俳
人
松
本
椿ち
ん 

年ね
ん

（
本
名
松
本
傳
次
郎
）
は
、
明
治
二
十
年
（
一
八
八

七
）
七
月
に
静
岡
県
駿
東
郡
中
嶋
村
（
現
在
の
静
岡
県
駿
東
郡
小
山
町
中
島
）

の
旧
家
に
生
ま
れ
、
昭
和
六
十
一
年
（
一
九
八
六
）
二
月
に
生
涯
を
閉
じ
た
地

方
俳
人
で
あ
る
。
十
歳
の
頃
か
ら
、
俳
句
の
宗
匠
で
も
あ
っ
た
父
親
か
ら
俳
号

と
俳
句
の
手
ほ
ど
き
を
受
け
、
そ
の
父
親
の
没
後
か
ら
最
晩
年
満
九
十
八
歳
で

生
涯
を
閉
じ
る
臨
終
ぎ
り
ぎ
り
の
所
ま
で
、
ほ
ぼ
一
世
紀
に
亘
る
日
本
社
会
の

激
動
期
を
、
農
村
の
中
で
生
活
に
密
着
し
た
俳
句
と
と
も
に
生
き
た
俳
人
で
あ

る
。
こ
の
俳
人
に
つ
い
て
、
宮
川
（
二
〇
一
六
）
で
は
、
こ
の
俳
人
の
年
譜
の

試
作
版
と
し
て
、
誕
生
か
ら
死
に
至
る
ま
で
の
個
人
史
を
判
明
し
て
い
る
出
来

事
か
ら
作
成
し
た
。
そ
の
手
法
と
し
て
、
単
純
に
俳
人
と
し
て
の
年
譜
を
作
成

す
る
の
で
は
な
く
、
そ
れ
を
構
成
す
る
た
め
に
も
、
も
っ
と
大
き
な
俳
人
の
生

涯
と
い
う
枠
組
で
、
俳
人
の
個
人
史
を
作
成
し
、
そ
の
中
か
ら
後
に
俳
人
と
し

て
の
年
譜
を
作
成
で
き
る
よ
う
な
方
向
で
の
資
料
収
集
と
ラ
イ
フ
イ
ベ
ン
ト

（
生
涯
の
出
来
事
）
の
分
類
整
理
を
す
る
と
い
う
、
基
本
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
を

採
っ
た
。
こ
の
俳
人
の
作
風
は
、
単
な
る
想
像
や
言
葉
遊
び
の
手
法
で
俳
句
を

作
る
の
で
は
な
く
、
農
作
業
の
傍
ら
体
験
す
る
自
然
の
観
察
や
生
活
の
中
で
起

こ
っ
て
い
く
さ
ま
ざ
ま
な
出
来
事
を
、
そ
の
ま
ま
作
品
と
す
る
生
活
俳
句
が
本

領
で
あ
り
、
ま
た
「
習
作
期
」
と
「
投
句
休
止
期
」
と
名
付
け
た
時
代
を
除

き
、
月
刊
を
基
本
と
す
る
い
く
つ
か
の
俳
句
誌
に
ほ
ぼ
毎
号
の
よ
う
に
投
句
を

続
け
て
い
る
の
で
、
俳
句
誌
が
現
存
し
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
作
品
の
発

表
時
期
を
特
定
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
ま
た
、
そ
の
作
品
で
表
現
さ
れ
る

ラ
イ
フ
イ
ベ
ン
ト
と
、
子
孫
か
ら
提
供
を
受
け
た
情
報
等
付
帯
資
料
と
を
照
合

し
て
い
く
こ
と
で
、
作
品
か
ら
人
生
の
中
で
起
こ
っ
て
い
っ
た
出
来
事
を
組
み

立
て
、
年
譜
を
構
成
し
て
い
く
こ
と
が
可
能
と
判
断
で
き
た
。

　

続
い
て
宮
川
（
二
〇
一
七
）
で
は
、
こ
の
俳
人
の
生
涯
を
次
の
五
つ
の
次
期

に
区
分
し
た
。

　

一
、
誕
生
か
ら
俳
句
の
習
作
期
（
明
治
二
十
年
か
ら
大
正
末
期
頃
）

　

二
、
俳
人
と
し
て
の
出
発
と
戦
前
の
俳
句
誌
へ
の
第
一
次
投
句
期
（
昭
和
初

期
か
ら
昭
和
十
五
年
頃
ま
で
）

　

三
、
俳
句
誌
へ
の
投
句
休
止
期
（
昭
和
十
六
年
頃
か
ら
昭
和
二
十
二
年
頃
）

　

四
、
俳
句
誌
へ
の
第
二
次
投
句
期
『
大
富
士
』『
み
づ
う
み
』
投
句
期
（
昭

和
二
十
三
年
頃
か
ら
昭
和
五
十
八
年
頃
）

田
園
俳
人
松
本
椿
年
の
生
涯
と
作
品
（
四
）

─
─
昭
和
四
十
年
代
（
後
期
高
齢
期
）
の
ラ
イ
フ
イ
ベ
ン
ト
と
作
品
─
─

宮　
　

川　
　

充　
　

司＊
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五
、
最
晩
年
終
焉
期
（
昭
和
五
十
九
年
頃
か
ら
昭
和
六
十
一
年
二
月
）

　

ま
た
、
明
治
大
正
期
か
ら
戦
後
直
後
ま
で
の
俳
句
作
品
と
付
帯
資
料
、
そ
こ

か
ら
抽
出
で
き
る
様
々
な
ラ
イ
フ
イ
ベ
ン
ト
か
ら
、俳
人
の
個
人
史
を
構
成
し
た
。

　

前
稿
（
宮
川
、
二
〇
一
八
）
で
は
、
昭
和
初
期
か
ら
昭
和
三
十
年
代
ま
で
の

俳
句
作
品
を
分
析
し
、
そ
れ
か
ら
推
定
し
た
ラ
イ
フ
イ
ベ
ン
ト
か
ら
、
そ
の
期

間
の
個
人
史
を
作
成
し
た
。
昭
和
初
期
の
俳
句
作
品
と
し
て
、
加
納
野
梅
が
、

主
宰
の
俳
誌
『
新
草
』
の
創
刊
号
（
昭
和
四
年
五
月
）
か
ら
第
四
十
号
（
昭
和

七
年
八
月
号
）
ま
で
の
掲
載
句
か
ら
選
句
編
集
し
、
昭
和
七
年
（
一
九
三
二
）

に
刊
行
し
た
『
新
草
俳
句
集
』（
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

と
し
て
公
開
）
に
収
録
さ
れ
て
い
る
松
本
椿
年
三
十
四
句
の
う
ち
、
作
句
の
背

景
が
読
み
解
け
な
か
っ
た
い
く
つ
か
の
昭
和
初
期
作
品
の
推
定
解
読
を
行
っ

た
。
主
宰
の
加
納
野
梅
は
、
大
正
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
の
中
で
登
場
し
た
ジ
ャ
ー
ナ

リ
ス
ト
出
身
の
俳
人
と
し
て
も
知
ら
れ
て
い
た
の
で
、
他
誌
で
は
扱
わ
れ
な
い

句
も
投
句
さ
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
中
に
は
、
大
正
十
二
年
八
月

十
八
日
に
起
こ
っ
た
富
士
紡
績
小
山
工
場
の
労
働
争
議
（
労
働
組
合
の
結
成
騒

動
）
の
犠
牲
と
な
り
、
工
場
を
解
雇
、
沼
津
刑
務
所
で
服
役
と
な
っ
た
四
人
の

労
働
者
（
岩
田
、
一
九
九
七
）、
椿
年
に
と
っ
て
は
元
工
場
の
同
僚
に
密
か
に

同
情
を
寄
せ
た
隠
さ
れ
た
意
図
の
句
が
含
ま
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う

考
察
を
行
っ
た
。

　
　

元
旦　

元
日
の
炊
煙
立
つ
や
刑
務
所 

（『
新
草
俳
句
集
』
一
頁
）

　

ま
た
、
同
じ
く
、
昭
和
四
年
四
月
に
椿
年
の
母
校
静
岡
県
駿
東
郡
小
山
町
成

美
尋
常
高
等
小
学
校
に
、
校
長
と
し
て
、
渡
辺
水
巴
主
宰
の
俳
誌
『
曲
水
』
の

選
者
で
も
あ
っ
た
古
見
豆
人
（
本
名
古
見
一
夫
）
が
着
任
し
、
そ
れ
を
契
機

に
、『
曲
水
』
の
同
人
と
な
っ
た
。
古
見
豆
人
を
中
心
に
、
幼
な
じ
み
で
富
士

紡
績
小
山
工
場
に
勤
め
て
い
た
早
間
冬
青
子
や
坂
本
緑
村
ら
と
、
社
外
の
俳
人

湯
山
素
鷗
や
湯
山
逸
素
ら
を
加
え
て
、「
あ
ゆ
み
句
会
」
が
起
こ
さ
れ
た
。

　

こ
の
句
会
の
俳
誌
『
大
富
士
』
は
、
昭
和
六
年
（
一
九
三
一
）
一
月
号
か
ら

刊
行
さ
れ
、
主
宰
古
見
豆
人
が
逝
去
し
た
昭
和
三
十
三
年
（
一
九
五
八
）
十
一

月
号
を
も
っ
て
廃
刊
と
な
っ
た
。

　

こ
の
『
大
富
士
』
へ
の
椿
年
の
投
句
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
が
始
ま
り
戦
禍

が
拡
大
し
て
い
く
昭
和
十
六
年
（
一
九
四
一
）
四
月
号
を
最
後
に
中
断
さ
れ
、

昭
和
二
十
三
年
（
一
九
四
八
）
三
月
頃
一
時
再
投
稿
の
痕
跡
が
見
ら
れ
た
が
、

再
び
復
帰
し
た
の
は
昭
和
二
十
八
年
（
一
九
五
三
）
七
月
か
ら
で
あ
っ
た
。

　

し
か
し
、
こ
の
昭
和
初
期
か
ら
戦
後
に
亘
る
椿
年
の
投
句
活
動
の
中
心
で

あ
っ
た
『
大
富
士
』
も
、
昭
和
三
十
三
年
十
一
月
二
十
二
日
、
俳
句
の
師
で
も

あ
っ
た
主
宰
古
見
豆
人
が
急
逝
し
た
。
そ
の
命
日
、
十
一
月
二
十
二
日
は
花
石

蕗
忌
と
呼
ば
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
ま
た
、
豆
人
が
主
宰
し
て
い
た
『
大
富

士
』
は
主
宰
の
急
逝
に
よ
り
、
第
二
十
八
巻
十
一
号
（
昭
和
三
十
三
年
十
一
月

号
）
を
も
っ
て
廃
刊
と
な
っ
た
。
椿
年
が
俳
句
誌
の
世
界
に
復
帰
し
、
わ
ず
か

五
年
の
歳
月
が
流
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。
こ
の
間
の
椿
年
周
辺
に
起
こ
っ
た

様
々
な
出
来
事
は
、
昭
和
三
十
年
代
を
中
心
に
、
前
稿
（
宮
川
、
二
〇
一
八
）

で
詳
述
し
た
。

　

そ
の
『
大
富
士
』
の
後
継
誌
と
し
て
、
刊
行
さ
れ
た
の
が
小
笠
原
龍
人
主
宰

の
『
塔
』
で
あ
っ
た
。
椿
年
は
そ
の
年
の
内
に
、
同
人
参
加
し
た
こ
と
は
前
稿

で
記
載
し
た
通
り
で
あ
る
。

　

昭
和
三
十
一
年
（
一
九
五
六
）
三
月
に
、『
大
富
士
』
創
刊
時
か
ら
の
同
人

で
あ
っ
た
湯
山
逸
素
が
、
細
道
會
を
起
こ
し
、
同
人
誌
『
細
道
』
を
創
刊
し
、

そ
れ
に
椿
年
も
多
く
作
品
を
投
句
し
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
の
『
細
道
』
は

主
宰
逸
素
が
逝
去
し
た
昭
和
五
十
七
年
（
一
九
八
二
）
九
月
の
頃
ま
で
刊
行
さ



田園俳人松本椿年の生涯と作品（四）

三

れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
が
推
定
で
き
る
が
、
残
念
な
こ
と
に
こ
の
希
少
な
俳
誌

を
所
蔵
し
て
い
る
図
書
館
は
所
在
し
て
い
な
い
。
そ
の
た
め
に
、
こ
の
俳
誌
や

椿
年
の
投
句
作
品
の
実
情
は
確
認
で
き
な
い
。

俳
誌
『
塔
』
と
『
み
づ
う
み
』
の
作
品

　

古
見
豆
人
が
逝
去
し
た
翌
年
一
月
、
古
見
一
夫
（
豆
人
）
が
静
岡
県
韮
山
町

（
現
在
の
伊
豆
の
国
市
）
の
韮
山
尋
常
高
等
小
学
校
長
を
し
て
い
た
時
の
教
え

子
の
一
人
で
、
門
人
で
あ
っ
た
小
笠
原
龍
人
が
、『
大
富
士
』
の
後
継
誌
と
し

て
、
俳
誌
『
塔
』
を
創
刊
し
、
塔
俳
句
会
を
起
こ
す
（
小
笠
原
、
一
九
七
四
）。

俳
誌
『
塔
』
は
、
椿
年
の
遺
品
と
し
て
松
本
家
に
残
さ
れ
て
い
る
俳
句
誌
に
二

号
分
が
現
存
し
て
い
る
。
第
十
一
巻
第
十
一
号
（
昭
和
四
十
四
年
十
一
月
号
）

と
第
二
十
五
巻
第
九
号
（
昭
和
五
十
八
年
九
月
号
）
の
二
号
で
あ
り
、
そ
の
俳

誌
へ
の
椿
年
の
投
句
状
況
は
判
然
と
し
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
俳
誌
『
塔
』

は
、
公
益
法
人
俳
人
協
会
が
運
営
す
る
俳
句
文
学
館
に
、
初
期
の
刊
行
巻
号
か

ら
、
多
く
の
巻
号
が
収
集
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
第
一
巻
第
十
号
（
昭

和
三
十
四
年
十
月
号
）
の
一
号
を
除
け
ば
、
比
較
的
継
続
的
に
収
集
さ
れ
て
い

る
の
は
、
第
五
巻
第
七
号
（
昭
和
三
十
八
年
七
月
号
）
以
降
の
巻
号
で
あ
り
、

し
か
も
か
な
り
の
欠
巻
欠
号
が
あ
る
。『
塔
』
の
所
蔵
館
と
し
て
、
埼
玉
県
立

熊
谷
図
書
館
埼
玉
資
料
室
が
、
多
く
の
巻
号
を
所
蔵
し
て
い
る
が
、
第
十
巻
第

一
号
（
昭
和
四
十
三
年
一
月
号
）
以
降
の
も
の
に
限
定
さ
れ
、
し
か
も
同
様

に
、
多
く
の
欠
号
が
あ
る
。
こ
の
二
館
の
所
蔵
す
る
巻
号
か
ら
、
椿
年
の
掲
載

句
の
資
料
を
作
成
し
た
。
投
句
状
況
を
閲
覧
調
査
し
た
。
ま
ず
、
俳
句
文
学
館

所
蔵
の
第
一
巻
第
十
号
を
閲
覧
し
た
と
こ
ろ
、
椿
年
の
句
は
「
水
煙
集　

同
人

作
品
」
に
五
句
（
二
頁
）、「
塔
俳
句 

小
笠
原
龍
人
選
」
に
四
句
（
一
三
頁
）

掲
載
さ
れ
て
い
た
。
古
本
屋
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
か
ら
偶
然
『
塔
』
の
創
刊
号
の

み
を
個
人
的
に
入
手
す
る
こ
と
が
で
き
た
が
、
小
笠
原
龍
人
が
余
程
急
い
で
創

刊
し
た
た
め
か
、
ご
く
少
数
の
大
富
士
同
人
の
参
加
の
み
で
、
椿
年
の
句
は
な

か
っ
た
。
第
一
巻
第
十
号
に
九
句
椿
年
の
掲
載
が
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
第
一
巻

の
何
号
か
ら
か
は
確
認
で
き
な
い
が
、
少
な
く
と
も
十
号
か
ら
は
か
な
り
継
続

的
に
投
句
さ
れ
て
い
っ
た
こ
と
が
推
定
で
き
た
。
ま
た
、
塔
俳
句
会
に
参
加
し

た
大
富
士
小
山
支
部
か
ら
同
人
と
な
っ
た
の
は
同
年
齢
の
前
田
岳
人
と
椿
年
の

み
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
椿
年
の
『
塔
』
へ
の
投
句
は
最
晩
年
の
昭
和
五
十
九

年
一
月
号
第
二
十
六
巻
第
一
号
（
通
巻
三
〇
〇
号
）
ま
で
続
き
、
最
も
継
続
的

な
投
句
期
間
が
長
い
俳
誌
で
あ
っ
た
。

　

な
お
、
俳
誌
『
塔
』
の
欠
号
分
を
補
完
す
る
刊
行
物
と
し
て
、
塔
俳
句
会
の

創
刊
十
周
年
を
記
念
し
た
昭
和
四
十
三
年
（
一
九
六
八
）
に
『
塔
創
刊
十
周
年

記
念
合
同
句
集　

星
苑
』
が
出
版
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
一
六
八

－

一
六
九
頁

に
、
椿
年
の
代
表
句
が
五
十
句
掲
載
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
の
句
は
い
ず
れ

も
昭
和
四
十
五
年
（
一
九
七
〇
）
に
刊
行
し
た
椿
年
の
処
女
句
集
『
句
集　

老

稚
』
に
採
録
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
句
集
の
選
句
の
大
き
な
基
盤
に
な
っ
た
も
の

と
考
え
ら
れ
る
が
、
半
数
の
二
十
四
句
は
過
去
の
掲
載
誌
へ
の
投
句
で
あ
る
こ

と
が
特
定
で
き
た
が
、
残
り
半
数
は
特
定
で
き
な
い
の
で
、『
塔
』
欠
号
分
に

掲
載
さ
れ
た
句
か
こ
の
刊
行
物
の
た
め
の
新
作
句
で
あ
る
か
の
、
い
ず
れ
か
で

あ
ろ
う
。

　

一
方
、
原
田
濱
人
が
主
宰
し
た
『
み
づ
う
み
』
も
多
く
の
椿
年
の
作
品
が
掲

載
さ
れ
て
い
る
俳
誌
で
あ
る
。
こ
の
俳
誌
ば
か
り
は
、
昭
和
三
十
六
年
五
月
号

（
第
二
五
六
号
）
か
ら
昭
和
五
十
八
年
十
一
月
号
（
第
五
二
六
号
）
ま
で
か
な

り
の
巻
号
が
遺
品
と
し
て
保
存
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
こ
の
遺
品
も
多
く
の

欠
号
が
あ
り
、
そ
れ
ら
の
欠
号
補
完
分
に
つ
い
て
俳
句
文
学
館
所
蔵
の
閲
覧
調

査
を
行
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
の
欠
号
に
も
多
く
の
椿
年
の
掲
載
句
が
あ
る
。

さ
て
、
そ
の
『
み
づ
う
み
』
に
つ
い
て
も
、
昭
和
五
十
八
年
十
一
月
号
ま
で
の
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四

閲
覧
収
集
作
業
を
行
っ
た
。

　

俳
誌
『
み
づ
う
み
』
へ
の
同
人
参
加
は
、
原
田
濱
人
の
門
人
で
も
あ
っ
た
湯

山
素
鷗
や
湯
山
逸
素
ら
の
奨
め
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
の
同
人
参

加
の
契
機
と
な
っ
た
出
来
事
と
し
て
、
昭
和
三
十
五
年
十
月
の
静
岡
県
小
山
町

と
山
梨
県
境
に
あ
る
篭
坂
峠
の
原
田
濱
人
句
碑
の
除
幕
式
が
あ
っ
た
と
考
え
ら

れ
る
。
こ
の
句
碑
建
立
の
委
員
長
は
湯
山
逸
素
で
あ
り
、
椿
年
も
こ
の
除
幕
式

に
参
加
し
て
い
た
と
推
定
で
き
る
。『
み
づ
う
み
』
第
三
二
三
号
掲
載
の
椿
年

本
人
が
書
き
残
し
た
エ
ッ
セ
イ
『
私
の
雅
号
』（
松
本
、
一
九
六
六
）
や
、
湯

山
逸
素
の
句
集
『
逸
素
句
集
』（
湯
山
、
一
九
六
九
）
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
逸

素
年
譜
か
ら
の
推
定
で
あ
る
。

　

椿
年
の
『
み
づ
う
み
』
へ
の
投
句
は
、
第
二
五
六
号
（
昭
和
三
十
六
年
五
月

号
）
か
ら
で
あ
り
、
昭
和
三
十
六
年
一
月
か
ら
の
同
人
参
加
で
あ
っ
た
と
推
定

で
き
る
。
ま
た
、『
み
づ
う
み
』
へ
の
投
句
は
、
昭
和
五
十
八
年
十
一
月
の
第

五
二
六
号
（
昭
和
五
十
八
年
十
一
月
号
）
の
竿
頭
欄
四
句
（
四
頁
）
で
終
結
し

て
い
る
。『
塔
』
と
並
び
、
最
晩
年
ま
で
の
か
な
り
長
い
期
間
に
亘
っ
て
投
句

さ
れ
た
俳
誌
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　

こ
れ
ら
の
俳
誌
『
塔
』『
み
づ
う
み
』
二
誌
に
投
句
さ
れ
た
俳
句
作
品
か

ら
、
前
稿
で
は
、
椿
年
の
昭
和
三
十
年
代
の
ラ
イ
フ
イ
ベ
ン
ト
を
中
心
に
、
個

人
史
を
作
成
し
た
。

　

昭
和
三
十
年
代
は
、
昭
和
三
十
年
（
一
九
五
五
）
五
月
の
妻
す
み
と
の
死
別

か
ら
始
ま
り
、
昭
和
三
十
九
年
（
一
九
六
四
）
一
月
孫
娘
京
子
の
婚
姻
、
三
月

の
俳
人
湯
山
素
鷗
の
死
、
七
月
の
椿
年
の
喜
寿
の
祝
と
慶
弔
様
々
な
出
来
事
で

終
わ
っ
て
い
る
。

　

昭
和
四
十
年
代
は
、
九
月
嗣
子
辰
雄
の
病
死
と
い
う
更
に
悲
し
い
出
来
事
で

始
ま
る
。
本
稿
は
、
そ
こ
か
ら
始
ま
る
四
十
年
代
の
主
な
ラ
イ
フ
イ
ベ
ン
ト
を

中
心
に
、『
塔
』『
み
づ
う
み
』
の
投
句
作
品
か
ら
、
椿
年
の
昭
和
四
十
年
代

（
七
十
六
歳
か
ら
八
十
七
歳
ま
で
）
の
作
品
と
ラ
イ
フ
イ
ベ
ン
ト
を
考
察
す
る
。

昭
和
四
十
年
代
の
椿
年
作
品
と
ラ
イ
フ
イ
ベ
ン
ト

　

昭
和
四
十
年
（
一
九
六
五
）
は
、
前
年
三
月
に
逝
去
し
た
湯
山
素
鷗
の
一
周

忌
追
善
句
会
か
ら
始
ま
る
。
湯
山
素
鷗
は
、
昭
和
初
期
か
ら
の
俳
句
仲
間
で

あ
っ
た
。
古
見
豆
人
が
小
山
町
に
居
住
し
て
い
た
昭
和
四
年
（
一
九
二
九
）
か

ら
昭
和
十
三
年
（
一
九
三
八
）
四
月
ま
で
、
毎
月
古
見
豆
人
主
宰
の
あ
ゆ
み
句

会
あ
る
い
は
本
社
句
会
が
開
か
れ
て
い
た
の
は
、
湯
山
素
鷗
居
樓
上
（
通
称
あ

め
屋
の
二
階
）
が
そ
の
主
な
会
場
で
あ
っ
た
。
そ
の
素
鷗
一
周
忌
追
善
句
会
の

椿
年
の
句
で
あ
る
。
こ
の
俳
句
仲
間
の
慣
習
と
し
て
、
仲
間
の
誰
か
が
亡
く
な

る
と
葬
儀
の
日
、
あ
る
い
後
に
追
悼
句
会
な
い
し
追
善
句
会
が
行
わ
れ
て
お

り
、
椿
年
の
作
品
に
も
そ
う
し
た
折
の
句
と
推
定
で
き
る
作
品
も
少
な
く
な
い
。

　
　

素
鷗
忌
の
句
碑
に
ゆ
ら
ゆ
ら
花
の
影

　
　

花
冷
や
句
碑
に
た
っ
ぷ
り
手
向
け
酒 

（『
句
集　

老
稚
』
三
一
頁
）

　
　
　
　
（『
み
づ
う
み
』
第
三
一
〇
号　

昭
和
四
十
年
十
一
月
号　

八
頁
）

　

こ
の
年
四
月
に
は
内
孫
奈
美
江
が
婚
姻
を
結
ぶ
。
そ
の
祝
句
と
推
定
で
き
る

句
が
残
っ
て
い
る
。

　
　

光
り
合
う
て
二
尾
の
若
鮎
瀬
を
遡
る 

（『
句
集　

老
稚
』
五
八
頁
）

　
　
　
　
（『
み
づ
う
み
』
第
三
一
〇
号　

昭
和
四
十
年
十
一
月
号　

八
頁
）

　

し
か
し
、
こ
の
年
の
九
月
に
は
松
本
家
に
大
き
な
不
幸
が
襲
っ
た
。
嗣
子
の

辰
雄
が
リ
ン
パ
腺
悪
性
腫
瘍
で
逝
去
す
る
。
こ
の
不
幸
な
出
来
事
の
前
後
の
出
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五

来
事
や
そ
の
心
境
を
、
椿
年
は
淡
々
と
俳
句
作
品
と
し
て
綴
っ
て
い
る
。
こ
れ

ら
の
作
品
は
前
稿
（
宮
川
、
二
〇
一
八
）
で
詳
し
く
記
載
し
た
の
で
、
こ
こ
で

は
そ
の
主
な
句
の
み
を
再
引
用
す
る
。

　
　

子
は
遠
く
虚
空
に
秋
の
日
は
沈
む 

（『
句
集　

老
稚
』
二
一
六
頁
）

　
　
　
　
（『
塔
』
第
七
巻
十
二
号　

昭
和
四
十
年
十
二
月
号　

六
頁
）

　
『
句
集　

老
稚
』
秋
の
部
の
最
期
は
、「
嗣
子
国
立
千
葉
病
院
に
逝
く　

十
五

句
」
と
い
う
前
書
き
の
あ
る
句
で
結
ば
れ
る
が
（
同
句
集
二
一
一

－
二
一
六

頁
）、
右
の
句
は
そ
の
結
び
の
句
と
し
て
置
か
れ
て
い
る
。

　

嗣
子
辰
雄
を
失
っ
た
後
の
椿
年
の
深
い
悲
し
み
と
落
胆
を
淡
々
と
語
る
句
と

考
え
ら
れ
る
作
品
が
あ
る
。
こ
の
句
は
『
み
づ
う
み
』
昭
和
四
十
五
年
五
月
号

の
湯
城
選
「
課
題
句　

余
寒
」
に
投
句
し
た
も
の
で
あ
る
の
で
、
昭
和
四
十
五

年
二
月
頃
の
句
と
い
う
よ
り
そ
れ
よ
り
前
の
年
に
し
た
た
め
て
置
い
た
も
の
を

投
句
し
た
と
考
え
る
方
が
自
然
か
も
し
れ
な
い
。

　
　

失
意
の
目
伏
せ
て
余
寒
の
火
を
ほ
じ
る

 

（『
第
二
句
集　

限
界
』
一
三
三
頁
）

　
　
　
　
（『
み
づ
う
み
』
第
三
六
四
号　

昭
和
四
十
五
年
五
月
号　

三
二
頁
）

　

嗣
子
を
失
っ
た
椿
年
の
深
い
落
胆
と
悲
し
み
が
伝
わ
っ
て
く
る
句
で
あ
る
。

　

次
の
句
は
、
前
年
昭
和
四
十
四
年
（
一
九
六
九
）
七
月
頃
の
作
と
考
え
ら
れ

る
が
、
情
景
は
辰
雄
が
亡
く
な
る
直
前
、
昭
和
四
十
年
七
月
〜
八
月
の
作
と
考

え
る
こ
と
が
自
然
で
あ
ろ
う
。
そ
の
場
合
、
千
葉
の
国
立
病
院
で
看
病
に
出
か

け
た
娘
イ
マ
の
帰
り
が
遅
い
の
で
、
心
配
し
て
外
で
帰
り
を
待
っ
て
い
る
父
親

と
し
て
の
椿
年
の
姿
を
捉
え
て
い
る
句
と
な
る
。

　
　

帰
り
遅
き
娘
に
立
つ
露
路
や
天
の
川 

（『
句
集　

老
稚
』
一
六
一
頁
）

　
　
　
　
（『
塔
』
第
一
二
巻
第
四
号　

昭
和
四
十
五
年
四
月
号　

二
〇
頁
）

　

嗣
子
辰
雄
を
失
っ
た
後
、
孫
達
に
囲
ま
れ
た
新
し
い
家
族
関
係
の
再
構
築
を

図
り
な
が
ら
、
椿
年
は
少
し
ず
つ
元
気
を
回
復
し
て
い
く
。
そ
ん
な
椿
年
の
心

境
を
語
る
句
が
残
さ
れ
て
い
る
。

　
　

迎
火
を
子
等
に
焚
か
せ
て
見
守
れ
る 

（『
句
集　

老
稚
』
一
七
八
頁
）

　
　
　
　
（『
み
づ
う
み
』
第
三
三
五
号　

昭
和
四
十
二
年
十
二
月
号　

八
頁
）

　
　

窓
際
に
孫
と
良
夜
の
膳
を
待
つ 

（『
句
集　

老
稚
』
一
六
五
頁
）

　
　
　
　
（『
み
づ
う
み
』
第
三
三
七
号　

昭
和
四
十
三
年
二
月
号　

一
〇
頁
）

　

昭
和
四
十
一
年
（
一
九
六
六
）
一
月
に
は
、
菩
提
寺
勝
福
寺
の
住
職
が
突
然

示
寂
す
る
と
い
う
出
来
事
が
起
こ
っ
た
。
椿
年
に
と
っ
て
は
、
心
の
師
で
あ

り
、
禅
の
師
で
も
あ
っ
た
老
住
職
と
の
突
然
の
死
別
で
あ
っ
た
。

　
　
　
　

臨
済
宗
勝
福
寺
住
職
突
如
入
寂

　
　

凍
て
戸
叩
く
音
に
覚
む
れ
ば
訃
報
来
る

　
　

明
け
き
ら
ぬ
山
門
凍
て
の
固
き
踏
む 

（『
句
集　

老
稚
』
二
二
頁
）

　
　

冬
雲
を
つ
い
て
法
楽
鳴
り
い
づ
る 

（『
句
集　

老
稚
』
二
四
頁
）

　
　

喪
主
稚
く
焼
香
満
座
冴
え
わ
た
り 

（『
句
集　

老
稚
』
二
三
頁
）

　
　

一
喝
の
冴
え
て
歩
燈
蠟
涙
す 

（『
句
集　

老
稚
』
二
三
頁
）

　
　
　
　

 （『
塔
』
第
八
巻
第
五
号　

昭
和
四
十
一
年
五
月
号　

塔
俳
句　

小
笠

原
龍
人
選　

五
頁
）

　

こ
の
年
の
五
月
に
は
、
住
居
近
く
の
金
時
神
社
に
、
大
富
士
句
碑
を
建
碑
す



宮　川　充　司

六

る
除
幕
式
が
あ
っ
た
。
こ
の
神
社
の
社
殿
造
営
に
は
、
亡
き
俳
句
の
師
古
見
豆

人
の
大
き
な
貢
献
が
あ
っ
た
。
そ
れ
を
顕
彰
す
る
意
味
で
、
大
富
士
同
人
だ
っ

た
七
人
の
句
を
寄
せ
た
句
碑
で
あ
っ
た
。
筆
頭
は
椿
年
で
あ
っ
た
。

　
　

豆
人
先
生
句
碑
の
除
幕　

五
月
八
日
ゆ
か
り
深
き
金
時
神
社
に
て

　
　
　
　

献
詠
句　
　
　
（
大
富
士
句
碑
）

　
　

秋
晴
や
水
に
影
も
ゆ
社
の
朱

　
　
　
　

 （『
塔
』
第
八
巻
第
七
号　

昭
和
四
十
一
年
七
月
号　

燕
信
雁
報　

小

見
山
葭
女　

一
四
頁
）

　

こ
の
句
は
、
前
年
昭
和
四
十
年
の
九
月
頃
、
住
居
近
く
の
金
時
神
社
で
作
句

し
た
句
と
推
定
で
き
る
。

　
　
　
　

金
時
神
社

　
　

笹
鳴
や
魚
筒
供
げ
し
大
六
天

　
　

秋
晴
や
水
に
影
も
ゆ
社
の
朱

　
　
　
　

 （『
塔
』
第
八
巻
第
二
号　

昭
和
四
十
一
年
二
月
号　

水
煙
集　

同
人

作
品　

七
頁
）

　

ま
た
、
翌
六
月
あ
る
い
は
七
月
俳
句
仲
間
と
大
島
旅
行
を
行
う
。
大
富
士
句

碑
の
建
碑
と
同
じ
く
、
失
意
の
椿
年
を
慰
め
る
た
め
の
俳
句
仲
間
の
企
て
で

あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。

　
　
　
　

大
島 

（『
句
集　

老
稚
』
一
五
〇

－

一
五
一
頁　

大
島
旅
行
五
句
）

　
　

船
酔
い
も
な
く
踏
む
土
や
風
薫
る 

（『
句
集　

老
稚
』
一
五
〇
頁
）

　
　

時
鳥
熔
岩
に
声
落
し
飛
ぶ 

（『
句
集　

老
稚
』
一
五
〇
頁
）

　
　

爆
発
音
背
に
夏
寒
く
山
下
る 

（『
句
集　

老
稚
』
一
五
一
頁
）

　
　

梅
雨
日
眩
し
あ
ん
こ
と
並
び
撮
ら
れ
居
て （『
句
集　

老
稚
』
一
五
一
頁
）

　
　

梅
雨
寒
や
熔
岩
の
吾
が
影
で
こ
ぼ
こ
に 

（『
句
集　

老
稚
』
一
五
一
頁
）

　
　
　
　

 （『
み
づ
う
み
』
第
三
二
二
号　

昭
和
四
十
一
年
十
一
月
号　

み
づ
う

み
俳
句　

濵
人
選　

五
頁
）

　

少
し
元
気
を
取
り
戻
し
た
こ
の
頃
の
椿
年
の
姿
を
髣
髴
と
さ
せ
る
句
が
残
っ

て
い
る
。
い
か
に
も
椿
年
ら
し
い
農
村
に
働
く
俳
人
の
句
で
あ
る
。

　
　

働
く
が
却
つ
て
涼
し
野
良
へ
出
る

 

（
類
似
句
『
句
集　

老
稚
』
九
〇
頁　

家
よ
り
も
山
が
涼
し
と
草
刈
り
に
）

　
　
　
　

 （『
み
づ
う
み
』
第
三
三
五
号　

昭
和
四
十
二
年
十
二
月
号　

み
づ
う

み
俳
句　

濵
人
選　

八
頁
）

　

時
と
共
に
、
嗣
子
を
失
っ
た
椿
年
が
少
し
ず
つ
立
ち
直
っ
て
い
く
様
子
が
窺

わ
れ
る
句
で
あ
ろ
う
。

　

し
か
し
、
翌
年
の
十
二
月
末
再
び
不
幸
な
出
来
事
が
起
こ
っ
た
。
姪
で
義
理

の
妹
で
も
あ
っ
た
飯
田
の
ぶ
の
長
女
の
夫
が
、
忘
年
会
の
帰
り
に
ト
ラ
ッ
ク
に

は
ね
ら
れ
て
死
亡
す
る
と
い
う
シ
ョ
ッ
キ
ン
グ
な
事
故
が
起
こ
っ
た
。

　
　

元
日
や
床
に
据
え
た
る
お
骨
壺 

（『
句
集　

老
稚
』
二
〇
頁
）

　
　
　
　

 （『
塔
』
第
十
巻
第
六
号　

昭
和
四
十
三
年
六
月
号　

小
笠
原
龍
人
選　

二
一
頁
）

　
　

会
葬
者
揃
う
間
庫
裡
の
ス
ト
ー
ブ
へ 

（『
句
集　

老
稚
』
二
一
頁
）

　
　

葬
り
来
て
浄
め
の
手
塩
胼
に
入
む 

（『
句
集　

老
稚
』
二
二
頁
）
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七

　
　
　
　

 （『
み
づ
う
み
』
第
三
四
二
号　

昭
和
四
十
三
年
七
月
号　

み
づ
う
み

俳
句　

濵
人
選　

九
頁
）

　

昭
和
四
十
五
年
（
一
九
七
〇
）
年
四
月
、
初
句
集
で
あ
る
『
句
集　

老
稚
』

を
出
版
す
る
。
椿
年
満
八
十
二
歳
と
な
っ
て
い
た
。

　

昭
和
四
十
五
年
十
一
月
、
老
衰
で
病
床
の
原
田
濱
人
を
門
弟
と
見
舞
っ
た
時

の
句
と
推
定
で
き
る
。
原
田
濱
人
は
、
古
見
豆
人
の
亡
き
後
、
俳
句
の
師
と
仰

い
だ
浜
松
出
身
の
俳
人
で
あ
っ
た
。

　
　

師
を
か
こ
み
小
春
の
障
子
開
け
て
撮
る

　
　

手
に
残
る
師
の
握
力
や
小
春
凪

　
　
　
　

 （『
み
づ
う
み
』
第
三
七
五
号　

昭
和
四
十
六
年
四
月
号　

み
づ
う
み

俳
句　

大
橋
葉
蘭
選　

一
三
頁
）

　

ま
た
、
こ
の
頃
、
原
田
濱
人
と
の
出
会
い
と
な
っ
た
篭
坂
峠
（
静
岡
県
の
山

梨
県
境
に
近
い
峠
）
に
あ
る
原
田
濱
人
の
句
碑
を
訪
ね
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。

　
　
　
　

濱
人
先
生
篭
坂
句
碑

　
　

秋
風
に
車
か
た
よ
せ
句
碑
に
歩
す

　
　
　
　

 （『
み
づ
う
み
』
第
三
七
六
号　

昭
和
四
十
六
年
五
月
号　

み
づ
う
み

俳
句　

大
橋
葉
蘭
選　

一
九
頁
）

　

そ
の
原
田
濱
人
は
、
翌
々
年
昭
和
四
十
七
年
（
一
九
七
二
）
八
月
八
十
八
歳

で
他
界
し
て
い
る
（
藤
田
、
一
九
七
〇
）。

　

昭
和
四
十
六
年
（
一
九
七
一
）
四
月
は
、
実
父
松
本
勘
太
郎
俳
号
吉
野
庵
禾

袷
の
初
日
の
出
の
句
碑
を
本
家
の
庭
に
、
椿
年
自
身
の
冬
晴
れ
の
句
碑
を
自
宅

前
庭
に
建
立
し
た
。
そ
の
椿
年
の
句
碑
は
、
次
の
句
で
あ
る
。

　
　

冬
晴
れ
の
底
藻
さ
や
か
に
動
き
居
り

　
　
　
　

 （『
み
づ
う
み
』
第
三
六
五
号　

昭
和
四
十
五
年
六
月
号　

竿
頭
欄　

二
八
頁
）

　

同
じ
年
の
五
月
、
菩
提
寺
勝
福
寺
で
は
新
住
職
を
迎
え
る
晋
山
式
が
行
わ
れ

た
。

　
　
　
　

菩
提
寺
勝
福
寺
晋
山
式

　
　

晋
山
の
経
に
天
風
来
て
薫
る 

（『
第
二
句
集　

限
界
』
九
〇
頁
）

　
　
　
　

 （『
み
づ
う
み
』
第
三
八
〇
号　

昭
和
四
十
六
年
九
月
号　

み
づ
う
み

俳
句　

大
橋
葉
蘭
選　

一
五
頁
）

　
　
　
　

晋
山
式

　
　

燕
や
山
門
蒼
き
空
さ
さ
え

　
　

万
緑
を
映
し
僧
形
美
し
く

　
　

管
長
着
座
薫
風
ひ
ろ
が
れ
る

　
　

お
稚
児
衆
薄
暑
の
疲
れ
見
え
て
来
し

　
　

御
仏
の
貌
に
届
き
て
新
樹
光

　
　
　
　

 （『
塔
』
第
十
三
巻
第
十
二
号　

昭
和
四
十
六
年
十
二
月
号　

水
煙
集　

三
四
頁
）

　

ま
た
、
こ
の
年
の
九
月
勝
福
寺
の
本
山
で
あ
る
鎌
倉
円
覚
寺
の
舎
利
法
式
に

檀
徒
で
参
加
す
る
。
俳
句
仲
間
の
前
田
岳
人
も
一
緒
の
参
加
で
あ
っ
た
と
考
え
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八

ら
れ
る
。

　
　
　
　

円
覚
寺
舎
利
法
式
団
参

　
　

手
送
り
に
投
げ
て
布
団
を
運
び
込
む 

（『
第
二
句
集　

限
界
』
七
頁
）

　
　

布
団
敷
く
間
廊
下
の
冷
え
に
立
つ 

（『
第
二
句
集　

限
界
』
八
頁
）

　
　

明
け
切
ら
ぬ
霧
雨
の
舎
利
堂
へ 

（『
第
二
句
集　

限
界
』
八
頁
）

　
　

管
長
の
一
喝
凛
と
冴
え
渡
る 

（『
第
二
句
集　

限
界
』
八
頁
）

　
　

法
悦
や
鎌
倉
山
の
月
ま
ろ
く 

（『
第
二
句
集　

限
界
』
七
九
頁
）

　
　
　
　

 （『
み
づ
う
み
』
第
三
八
六
号　

昭
和
四
十
七
年
三
月
号　

み
づ
う
み

俳
句　

大
橋
葉
蘭
選　

七
頁
）

　

昭
和
四
十
七
年
七
月
十
二
日
小
山
町
大
水
害
で
、
松
本
家
も
田
畑
に
大
き
な

被
害
を
被
）
1
（

る
。
農
作
物
の
被
害
で
、
途
方
に
暮
れ
る
と
こ
ろ
を
、
淡
々
と
句
に

詠
み
込
ん
で
い
る
。

　
　

水
見
舞
鼻
つ
ま
ら
せ
て
語
ら
れ
し

　
　
　
　

 （『
塔
』
第
十
五
巻
第
四
号　

昭
和
四
十
八
年
四
月
号　

塔
俳
句　

小

笠
原
龍
人
選　

八
頁
）

　
　
　

尽
の
虫

　
　

曲
り
よ
き
瓜
を
選
み
て
馬
と
せ
し

　
　

田
も
畑
も
川
原
と
な
り
て
虫
す
だ
く 

（
す
だ
く　

群
れ
る
）

　
　

白
萩
の
さ
や
か
に
ゆ
れ
て
花
こ
ぼ
す

　
　

決
潰
の
ダ
ム
底
幽
し
尽
の
虫

　
　
　
　

 （『
塔
』
第
十
五
巻
第
四
号　

昭
和
四
十
八
年
四
月
号　

水
煙
集　

同

人
作
品　

三
四
頁
）

　

昭
和
四
十
七
年
十
月
、
伊
勢
に
団
体
バ
ス
旅
行
。
気
の
あ
っ
た
俳
句
仲
間
の

石
田
仏
子
も
同
行
し
て
い
る
旅
で
あ
っ
た
。
十
三
夜
の
そ
の
夜
は
雨
天
で
月
は

見
え
な
か
っ
た
よ
う
だ
。

　
　

窓
越
し
白
波
見
ゆ
る
十
三
夜

 

（『
第
二
句
集　

限
界
』
一
四
七
頁
）

　
　
（
団
体
バ
ス
一
泊
旅
行
）

　
　

波
荒
る
る
雨
の
二
見
の
十
三
夜 

（『
第
二
句
集　

限
界
』
一
四
六
頁
）

　
　
　
　

 （『
塔
』
第
十
五
巻
第
七
号　

昭
和
四
十
八
年
七
月
号　

塔
俳
句　

小

笠
原
龍
人
選　

七
頁
）

　

昭
和
四
十
八
年
（
一
九
七
三
）
三
月
、
同
年
同
郷
の
俳
人
前
田
岳
人
逝
去
。

　
　
　

岳
人
逝
く （ 『
第
二
句
集　

限
界
』
岳
人
逝
く
五
句　

七
九

－

八
〇
頁
）

　
　

道
穴
の
囲
い
朧
に
通
夜
帰 

（『
第
二
句
集　

限
界
』
七
九
頁
）

　
　

吾
に
も
の
言
ひ
た
げ
遺
影
冴
返
り 

（『
第
二
句
集　

限
界
』
七
九
頁
）

　
　

次
に
逝
く
は
吾
か
や
春
の
雲
仰
ぐ 

（『
第
二
句
集　

限
界
』
八
〇
頁
）

　
　

春
時
雨
来
そ
う
な
風
や
花
輪
ゆ
る 

（『
第
二
句
集　

限
界
』
七
九
頁
）

　
　

花
冷
の
土
か
け
永
遠
の
別
れ
か
な 

（『
第
二
句
集　

限
界
』
七
九
頁
）

　
　
　
　

 （『
み
づ
う
み
』
第
四
〇
二
号　

昭
和
四
十
八
年
七
月
号　

竿
頭
欄

（
一
）
二
六

－

二
七
頁
）

　

昭
和
四
十
九
年
（
一
九
七
四
）
三
月
、
孫
や
曽
孫
に
囲
ま
れ
て
、
平
穏
な
米

寿
の
祝
い
を
行
う
。

　
　
　
　

米
寿
（
二
句
）
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九

　
　

片
言
の
曽ひ

孫こ

の
祝
ぎ
言
の
ど
け
し
や

　
　

あ
や
か
れ
と
酒
注
ぎ
廻
る
う
ら
ら
か
に （『
第
二
句
集　

限
界
』
五
〇
頁
）

　
　
　
　

 （『
み
づ
う
み
』
第
四
一
五
号　

昭
和
四
十
九
年
八
月
号　

竿
頭
欄

（
一
）
一
八
頁
）

　
　
　
　

さ
さ
や
か
な
米
寿
を
祝
は
る
（
三
句
）

　
　

あ
や
か
れ
と
の
ど
か
に
酒
を
注
ぎ
廻
る （『
第
二
句
集　

限
界
』
五
〇
頁
）

　
　

子
孫
曽
孫
う
ら
ら
か
に
顔
を
揃
え
け
り

　
　

春
光
や
膳
の
く
さ
ぐ
さ
吾
の
自
作 

（『
第
二
句
集　

限
界
』
三
一
頁
）

　
　
　
　

 （『
塔
』
第
十
六
巻
第
八
号　

昭
和
四
十
九
年
八
月
号　

塔
俳
句　

小

笠
原
龍
人
選　

八
頁
）

　

こ
の
年
の
五
月
、
石
田
仏
子
和
光
市
に
転
居
。
五
月
送
別
句
会
。

　

九
月
家
督
を
嫡
孫
典
彦
に
譲
る
。

　
　

孫
に
ゆ
ず
る
登
記
す
ま
し
月
涼
し

　
　
　
　

 （『
塔
』
第
十
六
巻
第
十
一
号　

昭
和
四
十
九
年
十
一
月
号　

水
煙
集　

同
人
作
品　

三
〇
頁
）

昭
和
三
十
年
代
終
わ
り
か
ら
四
十
年
代
初
め
の
孫
た
ち
を
吟
じ

た
句

　

椿
年
が
戦
前
孫
を
詠
ん
だ
句
は
、『
大
富
士
』
第
九
巻
第
十
一
号
に
孫
の
こ

と
を
吟
じ
た
二
句
が
あ
っ
た
（
宮
川
、
二
〇
一
七
）。
そ
の
年
の
一
月
に
生
ま

れ
た
初
孫
の
光
弘
を
吟
じ
た
と
推
定
さ
れ
る
二
句
で
あ
る
。
こ
の
初
孫
は
昭
和

十
九
年
二
月
満
五
歳
（
数
年
六
歳
）
で
早
世
し
て
い
る
。

　
　

孫
の
尿
膝
に
ぬ
く
と
し
今
朝
の
秋

　
　

秋
の
灯
や
己
が
お
な
ら
に
怖
ゆ
る
皃

 

（『
大
富
士
』
第
九
巻
第
十
一
号　

昭
和
十
四
年
十
一
月
号　

五
頁
）

　

そ
れ
以
降
、
椿
年
の
俳
句
作
品
で
孫
を
吟
じ
た
作
品
が
登
場
す
る
の
は
、
現

存
し
て
い
る
俳
誌
で
は
、『
大
富
士
』
第
十
九
巻
第
六
号　

昭
和
二
十
四
年
六

月
号
か
ら
で
あ
る
。

　
　

霜
や
け
の
手
と
手
め
ん
こ
を
ぶ
つ
け
合
ふ

　
　

山
茶
花
や
ま
ま
ご
と
の
一
人
す
ね
て
ゐ
て

　
　
　
　

  （『
大
富
士
』
第
十
九
巻
第
六
号　

昭
和
二
十
四
年
六
月
号　

大
富
士

句
帖　

古
見
豆
人
選　

九
頁
）

　

子
ど
も
の
遊
ぶ
姿
を
吟
じ
た
句
で
あ
る
が
、
第
二
句
は
お
そ
ら
く
、
内
孫
の

京
子
と
奈
美
江
の
幼
い
頃
の
ま
ま
ご
と
遊
び
の
一
風
景
で
は
な
い
か
と
推
定
で

き
る
。

　
　

子
等
は
子
等
小
使
い
ほ
し
さ
蕗
を
ぬ
く

 

（『
塔
』
第
五
巻
第
八
号　

昭
和
三
十
八
年
八
月
号　

水
煙
集　

二
頁
）

　
　

臨
海
校
ど
れ
も
が
日
焼
け
し
て
帰
る

　
　
　
　

 （『
塔
』
第
六
巻
第
十
号　

昭
和
三
十
九
年
十
月
号　

塔
俳
句　

小
笠

原
龍
人
選　

二
三
頁
）

　
　

腕
折
り
し
子
の
う
す
笑
い
秋
の
風

　
　

生
傷
の
た
え
ぬ
子
秋
の
風
に
笑
む

　
　
　
　

 （『
塔
』
第
五
巻
第
十
二
号　

昭
和
三
十
八
年
十
二
月
号　

水
煙
集　
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一
〇

同
人
作
品　

四
頁
）

　

こ
の
二
句
は
、
嫡
孫
の
一
人
に
、
高
校
時
代
柔
道
部
に
入
る
な
ど
、
活
発
で

あ
る
が
故
に
怪
我
の
絶
え
な
か
っ
た
孫
が
い
る
。
一
面
た
く
ま
し
い
と
も
い
え

る
そ
の
頃
の
孫
の
様
子
を
、
半
ば
心
配
し
な
が
ら
吟
じ
た
句
で
あ
ろ
う
。

　

前
稿
（
宮
川
、
二
〇
一
八
）
で
も
触
れ
た
、
昭
和
三
十
九
年
一
月
に
嫁
い
だ

内
孫
の
京
子
の
祝
婚
の
句
が
あ
る
。

　
　

と
つ
ぐ
娘
の
門
出
初
東
風
め
ぐ
る
石

　
　
　
　

 （『
塔
』
第
六
巻
第
三
号　

昭
和
三
十
九
年
三
月
号　

塔
俳
句　

小
笠

原
龍
人
選　

二
五
頁
）

　

た
だ
し
、
こ
の
句
の
末
尾
は
椿
年
の
作
風
か
ら
は
、
次
の
よ
う
な
句
の
誤
植

の
可
能
性
も
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。

　
　

と
つ
ぐ
娘
の
門
出
初
東
風
め
ぐ
り
い
し

　
　
　
　

昼
東
風

　
　

仏
だ
ん
の
春
灯
に
震
え
角
か
く
し

　
　

春
寒
や
嫁
ぎ
ゆ
く
娘
の
別
れ
言

　
　

昼
東
風
や
打
掛
け
裾
重
く
と
る

　
　

椿
つ
な
ぐ
子
に
風
軽
く
寺
の
庭

　
　
　
　

 （『
塔
』
第
六
巻
第
六
号　

昭
和
三
十
九
年
六
月
号　

水
煙
集　

同
人

作
品　

五
頁
）

　

右
の
第
四
句
は
、
京
子
の
子
ど
も
時
代
の
光
景
を
吟
じ
た
句
を
、
一
連
の
作

品
と
セ
ッ
ト
に
し
て
投
句
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
思
出
の
句
で
あ
ろ
う
。
次

の
句
も
、
同
じ
時
の
句
ま
た
は
同
じ
趣
の
句
で
あ
ろ
う
。

　
　

椿
つ
な
ぐ
子
に
御
回
向
の
鐘
が
鳴
る

　
　
　
　

 （『
み
づ
う
み
』
第
三
六
八
号　

昭
和
四
十
五
年
九
月
号　

み
づ
う
み

俳
句　

大
橋
葉
蘭
選　

一
〇
頁
）

　
　

菜
種
梅
雨
種
痘
が
つ
き
て
む
づ
か
る
児 

（『
句
集　

老
稚
』
四
四
頁
）

　
　
　
　

 （『
み
づ
う
み
』
第
二
九
四
号　

昭
和
三
十
九
年
七
月
号　

み
づ
う
み

俳
句　

濵
人
選　

六
頁
）

　
　

冬
休
門
田
は
子
等
の
野
球
場

　
　

冬
休
残
り
の
少
々
蜜
柑
挘
ぐ

　
　

冬
休
ス
キ
ー
具
ほ
し
さ
ア
ル
バ
イ
ト

　
　

御
用
聞
は
吾
子
と
同
級
冬
休

　
　
　
　

 （『
塔
』
第
七
巻
第
二
号　

昭
和
四
十
年
二
月
号　

水
煙
集 

同
人
作

品　

五
頁
）

　
　

子
の
机
木
の
実
大
切
そ
う
に
秘
め

　
　
　
　

 （『
塔
』
第
七
巻
第
二
号　

昭
和
四
十
年
二
月
号　

塔
俳
句　

小
笠
原

龍
人
選　

二
四
頁
）

　
　

雛
の
間
に
子
は
宿
題
の
机
お
く

　
　
　
　

 （『
塔
』
第
七
巻
五
号　

昭
和
四
十
年
五
月
号　

小
笠
原
龍
人
選　

一

九
頁
）



田園俳人松本椿年の生涯と作品（四）

一
一

　

右
の
二
句
は
、
前
年
一
月
他
家
に
嫁
い
だ
孫
娘
の
京
子
、
あ
る
い
は
こ
の
年

の
四
月
に
嫁
い
だ
孫
娘
奈
美
江
た
ち
の
子
ど
も
の
頃
に
、
作
句
し
た
も
の
を
思

い
出
し
て
、
投
句
し
た
か
、
少
女
時
代
の
光
景
を
思
い
出
し
て
新
た
な
句
と
し

て
作
句
し
た
可
能
性
も
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。

　

次
の
句
は
、
生
傷
の
絶
え
な
い
子
と
し
て
吟
じ
た
嫡
孫
を
吟
じ
た
句
と
考
え

ら
れ
る
。

　
　

セ
ル
を
着
し
孫
の
背
丈
に
圧
さ
れ
け
り

　
　
　
　

 （『
み
づ
う
み
』
第
三
〇
七
号　

昭
和
四
十
年
八
月
号　

課
題
句　

セ

ル　

今
村
一
夜
選　

一
四
頁
）

　
　

子
は
友
と
同
じ
夏
帽
買
う
て
来
し

　
　
　
　

 （『
み
づ
う
み
』
第
三
二
二
号　

昭
和
四
十
一
年
十
一
月
号　

課
題
句　

夏
帽　

蓉
影
選　

一
四
頁
）

　
　

窓
際
に
孫
と
良
夜
の
膳
を
待
つ 

（『
句
集　

老
稚
』
一
六
五
頁
）

　
　
　
　

 （『
み
づ
う
み
』
第
三
三
七
号　

昭
和
四
十
三
年
二
月
号　

み
づ
う
み

俳
句　

濵
人
選　

一
〇
頁
）

　
　

拗
し
子
を
探
し
あ
ぐ
ね
て
冬
の
月

　
　
　
　

 （『
み
づ
う
み
』
第
三
三
九
号　

昭
和
四
十
三
年
四
月
号　

誌
上
句
会　

冬
の
月　

一
七
頁
）

　

右
の
句
は
、
孫
の
誰
か
の
子
ど
も
時
代
の
出
来
事
を
吟
じ
た
思
出
の
句
で
は

な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

　

幼
い
子
ど
も
が
す
ね
て
い
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
さ
て
、
何
処
に
隠
れ
て

い
た
の
だ
ろ
う
か
。

　
　

冬
の
雲
友
の
輪
一
人
外
れ
い
る
子 

（『
句
集　

老
稚
』
二
二
八
頁
）

　
　
　
　

 （『
み
づ
う
み
』
第
三
四
九
号　

昭
和
四
十
四
年
二
月
号　

課
題
句　

冬
雲　

蓉
影
選　

一
七
頁
）

　
　

風
邪
の
子
の
戸
細
に
友
の
遊
び
見
る

　
　
　
　

 （『
み
づ
う
み
』
第
三
五
一
号　

昭
和
四
十
四
年
四
月
号　

誌
上
句
会　

風
邪　

二
〇
頁
）

　

小
学
生
く
ら
い
の
童
を
吟
じ
た
こ
れ
ら
二
句
も
、
俳
誌
の
課
題
に
合
わ
せ

て
、
過
去
に
書
き
た
め
た
内
孫
の
風
景
を
吟
じ
た
作
品
で
、
発
表
し
た
可
能
性

が
高
い
。
こ
の
発
表
年
代
（
作
句
を
最
短
で
昭
和
三
十
三
年
十
二
月
頃
と
す
る

と
）、
初
曽
孫
は
ま
だ
四
歳
く
ら
い
で
二
つ
の
句
の
子
ど
も
と
し
て
は
年
齢
が

合
わ
な
い
。
内
孫
の
子
ど
も
の
頃
の
光
景
を
吟
じ
た
句
で
は
な
い
か
と
推
定
し

て
い
る
。昭

和
四
十
年
代
の
曽
孫
を
吟
じ
た
句

　

昭
和
三
十
年
代
の
終
わ
り
、
孫
達
の
様
子
を
吟
じ
た
句
が
俳
誌
『
塔
』
あ
る

い
は
『
み
づ
う
み
』
に
相
次
い
で
、
投
句
さ
れ
て
い
っ
た
。
昭
和
四
十
年
代
に

入
る
と
、
曽
孫
の
句
が
作
句
さ
れ
て
い
く
。

　

次
の
句
は
、
前
年
の
昭
和
三
十
九
年
（
一
九
六
四
）
一
月
に
他
家
に
嫁
し
た

孫
娘
京
子
に
生
ま
れ
た
長
男
の
生
後
五
〜
六
か
月
頃
の
社
会
的
微
笑
が
目
立
っ

て
き
た
後
の
初
曽
孫
を
吟
じ
た
句
と
推
定
さ
れ
る
。



宮　川　充　司

一
二

　
　

庭
若
葉
笑
い
お
ほ
へ
し
児
を
腕　
　
　
（
腕か

い
な

）

　
　
　
　

 （『
塔
』
第
七
巻
八
号　

昭
和
四
十
年
八
月
号　

塔
俳
句　

小
笠
原
龍

人
選　

二
七
頁
）

　
　

尾
を
富
士
へ
箱
根
へ
振
り
て
鯉
幟 

（『
句
集　

老
稚
』
一
〇
六
頁
）

　
　
　
　

 （『
塔
』
第
七
巻
九
号　

昭
和
四
十
年
九
月
号　

塔
俳
句　

小
笠
原
龍

人
選　

二
四
頁
）

　

こ
れ
は
、
時
期
的
に
孫
娘
京
子
の
長
男
の
初
節
句
の
頃
に
吟
じ
た
句
と
推
定

さ
れ
る
。

　
　

頰
に
涙
残
し
幟
に
児
の
瞳
澄
む　

 （
類
似
句
『
句
集　

老
稚
』
一
〇
六
頁
）

　
　

富
士
明
け
し
光
り
に
立
て
し
鯉
幟 
（『
句
集　

老
稚
』
一
〇
五
頁
）

　
　
　
　

 （『
塔
』
第
八
巻
第
九
号　

昭
和
四
十
一
年
九
月
号　

水
煙
集　

同
人

諸
家　

四
頁
）

　

こ
の
二
句
も
同
様
で
あ
る
が
、
初
曽
孫
の
初
節
句
の
頃
の
句
で
あ
る
か
、
翌

年
の
端
午
節
の
頃
に
吟
じ
た
句
で
あ
る
か
は
明
確
で
は
な
い
が
、
第
一
句
は
初

の
曽
孫
の
様
子
を
吟
じ
た
句
で
あ
ろ
う
。

　
　

ほ
ろ
蚊
帳
に
ひ
と
り
目
覚
め
て
笑
ま
い
居
り （『

句
集　

老
稚
』
一
一
六
頁
）

　
　
　
　

 （『
み
づ
う
み
』
第
三
三
一
号　

昭
和
四
十
二
年
八
月
号　

課
題
句　

蚊
帳　

新
井
素
履
選　

一
四
頁
）

　

母
衣
蚊
帳
の
中
で
お
昼
寝
か
ら
覚
め
た
初
曽
孫
の
赤
児
を
吟
じ
た
句
と
考
え

ら
れ
る
が
、
前
年
の
昭
和
四
十
一
年
十
月
に
生
ま
れ
た
二
人
目
の
曽
孫
（
内
孫

京
子
の
長
生
）
を
吟
じ
た
句
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

　
　
　
　

薄
暑

　
　

種
痘
の
児
抱
い
て
薄
暑
の
医
院
出
る

　
　
　
　

 （『
塔
』
第
十
巻
第
十
号　

昭
和
四
十
三
年
十
月
号　

水
煙
集　

同
人

藷
家　

五
頁
）

　
　

秋
灯
や
母
恋
ふ
翳
も
な
き
寝
顔　
　
　
（
翳か
げ

）

　
　
　
　

 （『
句
集　

老
稚
』
一
七
三
頁　

一
ヶ
月
余
三
才
の
曽
孫
を
預
る　

秋

灯
や
母
戀
ふ
翳
も
な
き
寝
顔
）

　
　
　
　

 （『
み
づ
う
み
』
第
三
五
九
号　

昭
和
四
十
四
年
十
二
月
号　

課
題
句　

秋
灯　

蓉
影
選　

二
六
頁
）

　

次
は
、
初
曽
孫
の
袴
着
、
数
え
年
五
歳
の
祝
い
の
五
句
で
あ
る
。

　
　
　
　

袴
着

　
　

袴
着
の
拍
手
小
さ
く
響
き
け
り

　
　

袴
着
に
木
の
葉
散
り
つ
ぐ
神
の
庭

　
　

袴
着
の
歩
音
凜
々
し
く
石
段
を

　
　

袴
着
や
親
を
う
し
ろ
に
闊
歩
し
て

　
　

神
妙
に
ぬ
か
づ
く
も
あ
り
袴
着
子

　
　
　
　

 （『
塔
』
第
十
一
巻
第
二
号　

昭
和
四
十
四
年
二
月
号　

水
煙
集　

同

人
作
品　

七
頁
）

　
　

拍
手
に
子
は
子
の
響
き
初
日
の
出 

（『
句
集　

老
稚
』
七
頁
）



田園俳人松本椿年の生涯と作品（四）

一
三

　
　

初
詣
悴
む
子
の
手
合
わ
せ
や
る　
　
　
（
悴か

じ
か

む
）

　
　
　
　

 （『
塔
』
第
十
一
巻
第
四
号　

昭
和
四
十
四
年
四
月
号　

塔
俳
句　

小

笠
原
龍
人
選　

七
頁
）

　

次
の
句
あ
た
り
か
ら
は
、
二
人
目
あ
る
い
は
三
人
目
の
曽
孫
の
様
子
を
吟
じ

た
句
と
も
考
え
ら
れ
る
。

　
　

這
ひ
よ
る
子
抱
き
上
げ
外
ら
す
扇
風
機

　
　
　
　

 （『
み
づ
う
み
』
第
三
六
一
号　

昭
和
四
十
五
年
二
月
号　

み
づ
う
み

俳
句　

大
橋
葉
蘭
選　

一
〇
頁
）

　

こ
の
句
の
作
句
は
最
短
で
前
年
の
昭
和
四
十
四
年
六
月
〜
八
月
頃
と
な
る

が
、
そ
の
年
の
八
月
と
九
月
に
三
人
目
と
四
人
目
の
曽
孫
が
誕
生
し
て
い
る

が
、
ま
だ
這
い
よ
る
子
と
は
な
り
得
な
い
。
昭
和
四
十
一
年
十
月
に
生
ま
れ
た

二
人
目
の
曽
孫
が
一
歳
に
な
る
前
昭
和
四
十
二
年
の
夏
に
作
句
し
た
も
の
を
、

二
年
後
の
昭
和
四
十
四
年
十
一
月
頃
『
み
づ
う
み
』
に
投
句
し
た
と
考
え
る
の

が
自
然
で
あ
ろ
う
か
。

　

次
の
句
も
、
寒
行
（
宗
派
に
よ
り
、
托
鉢
・
念
仏
・
水
垢
離
と
多
様
）
に
お

び
え
た
曽
孫
を
吟
じ
た
句
で
あ
ろ
う
。

　
　

お
び
え
見
る
児
に
寒
行
の
声
高
く

　
　
　
　

 （『
み
づ
う
み
』
第
三
六
四
号　

昭
和
四
十
五
年
五
月
号　

み
づ
う
み

俳
句　

大
橋
葉
蘭
選　

一
二
頁
）

　
　

ね
ん
ね
こ
の
中
に
春
浅
き
目
が
笑
ふ

　
　
　
　

 （『
み
づ
う
み
』
第
三
六
七
号　

昭
和
四
十
五
年
八
月
号　

み
づ
う
み

俳
句　

大
橋
葉
蘭
選　

二
〇
頁
）

　

前
年
に
生
ま
れ
た
生
後
七
〜
八
か
月
の
三
番
目
か
四
番
目
の
曽
孫
の
姿
を
吟

じ
た
い
か
に
も
椿
年
ら
し
い
眼
差
の
句
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
　

春
宵

　
　

春
宵
や
受
話
器
に
遠
き
曽
孫
の
声

　
　
　
　

 （『
塔
』
第
十
二
巻
第
十
号　

昭
和
四
十
五
年
十
月
号　

水
煙
集　

同

人
作
品　

三
二
頁
）

　
　

春
風
を
蹴
り
け
る
お
む
つ
替
え
て
ゐ
る （『
第
二
句
集　

限
界
』
三
〇
頁
）

　
　
　
　

 （『
み
づ
う
み
』
第
三
七
六
号　

昭
和
四
十
六
年
五
月
号　

課
題
句　

春
風　

酒
井
金
風
選　

三
五
頁
）

　
　

膝
の
児
に
春
眠
の
額
当
て
て
覚
む

　
　
　
　

 （『
塔
』
第
十
三
巻
第
八
号　

昭
和
四
十
六
年
八
月
号　

塔
俳
句　

小

笠
原
龍
人
選　

六
頁
）

　
　

春
宵
の
子
が
居
眠
り
て
箸
落
す 

（『
第
二
句
集　

限
界
』
四
九
頁
）

　
　
　
　

 （『
み
づ
う
み
』
第
三
七
七
号　

昭
和
四
十
六
年
六
月
号　

課
題
句　

春
夜
春
宵　

梶
本
秋
桑
選　

三
一
頁
）

　
　

春
眠
の
児
を
お
ず
お
ず
と
抱
き
替
え
る 

（『
第
二
句
集　

限
界
』
七
〇
頁
）

　
　
　
　

 （『
塔
』
第
十
三
巻
第
九
号　

昭
和
四
十
六
年
九
月
号　

塔
俳
句　

小

笠
原
龍
人
選　

七
頁
）



宮　川　充　司

一
四

　
　

膝
の
児
に
春
眠
の
頭
を
当
て
覚
む

　
　
　
　

 （『
塔
』
第
十
三
巻
第
九
号　

昭
和
四
十
六
年
九
月
号　

水
煙
集　

三

五
頁
）

　
　

姉
と
な
り
て
父
と
寝
る
子
や
螢
籠

　
　
　
　

 （『
み
づ
う
み
』
第
三
八
二
号　

昭
和
四
十
六
年
十
一
月
号　

竿
頭
欄　

五
頁
）

　

こ
の
姉
と
父
は
誰
だ
ろ
う
。
こ
の
時
期
の
子
ど
も
の
光
景
を
吟
じ
た
作
品

は
、
曽
孫
を
読
ん
だ
句
が
多
数
を
占
め
る
の
で
、
曽
孫
の
女
の
子
と
解
釈
す
る

の
が
自
然
で
あ
る
。
昭
和
四
十
六
年
七
月
頃
の
作
品
と
考
え
る
と
、
そ
の
頃
ま

で
に
四
人
の
曽
孫
に
恵
ま
れ
て
い
る
が
、
女
の
子
は
二
人
目
の
曽
孫
一
人
で
あ

る
。
お
そ
ら
く
孫
の
一
家
が
里
帰
り
し
て
き
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
　

赤
児
見
に
草
餅
搗
い
て
そ
ば
も
つ
て

　
　
　
　

 （『
み
づ
う
み
』
第
四
一
二
号　

昭
和
四
十
九
年
五
月
号　

蛍
雪
欄

（
五
月
号
）
二
九
頁
）

　

こ
の
昭
和
四
十
九
年
一
月
に
は
ま
た
一
人
、
六
人
目
の
曽
孫
（
女
児
）
が
生

ま
れ
て
い
る
。
こ
の
年
の
三
月
初
め
頃
そ
の
曽
孫
を
見
に
ま
だ
出
始
め
た
ば
か

り
の
蓬
を
摘
ん
で
餅
を
つ
き
蕎
麦
を
打
っ
て
、
誰
か
が
出
か
け
た
の
だ
ろ
う

か
。

　

次
は
、
松
本
家
の
秋
祭
り
の
光
景
で
あ
る
。
孫
や
曽
孫
達
も
集
ま
っ
た
賑
や

か
な
松
本
家
の
風
景
が
戻
っ
て
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
　

嫁
ぎ
し
娘
等
集
ま
り
て
更
か
す
や
秋
祭

　
　
　
　

 （『
み
づ
う
み
』
第
三
八
三
号　

昭
和
四
十
六
年
十
二
月
号　

課
題
句　

秋
祭　

梶
本
秋
桑
選　

三
二
頁
）

謝
辞

　

本
研
究
は
、
松
本
椿
年
翁
の
ご
子
孫
で
あ
る
松
本
喜
美
子
・
山
崎
京
子
・
井
上
奈

美
江
・
松
本
典
彦
・
松
本
時
男
の
各
氏
に
よ
る
貴
重
な
資
料
の
閲
覧
許
可
と
ご
証
言

が
研
究
の
基
盤
デ
ー
タ
と
な
っ
て
い
る
。
同
じ
く
、
国
立
国
会
図
書
館
・
日
本
近
代

文
学
館
・
静
岡
県
立
中
央
図
書
館
・
俳
句
文
学
館
・
埼
玉
県
立
熊
谷
図
書
館
・
御
殿

場
市
立
図
書
館
の
貴
重
な
蔵
書
を
利
用
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
ま
た
、
実
兄
宮
川
光

司
・
早
苗
夫
妻
に
は
資
料
の
収
集
に
ご
協
力
を
い
た
だ
い
た
。
記
し
て
感
謝
の
意
を

表
し
ま
す
。

注（
1
）  

静
岡
県
駿
東
郡
小
山
町
の
お
や
ま
一
〇
〇
年
の
サ
イ
ト
に
よ
る
。http://

w
w
w.fuji-oyam

a.jp/oyam
a
100/100nenpyou.htm

l

引
用
文
献

石
田
仏
子
（
一
九
八
二
）『
仏
子
句
集　

花
筏
』
私
家
版

藤
田
黄
雲
（
一
九
七
〇
）『
原
田
濱
人
│
俳
句
と
そ
の
生
涯
│
』
私
家
版

古
見
豆
人
選　

佐
野
閑
江
編
（
一
九
三
四
）『
大
富
士
句
帖
』
第
一
輯　

啓
仁
館

（
昭
和
九
年
六
月
発
行
『
大
富
士
』
第
一
巻
第
一
号
〜
第
三
巻
第
十
二
号　

昭

和
六
年
一
月
〜
昭
和
八
年
十
二
月
の
掲
載
句
か
ら
選
句
掲
載
）

古
見
豆
人
選　

佐
野
閑
江
編
（
一
九
三
七
）『
大
富
士
句
帖
』
第
二
輯　

大
富
士
吟

社
（
昭
和
十
二
年
十
一
月
発
行
『
大
富
士
』
第
四
巻
第
一
号
〜
第
六
巻
第
十
二

号　

昭
和
九
年
一
月
〜
昭
和
十
一
年
十
二
月
の
掲
載
句
か
ら
選
句
掲
載
）

古
見
豆
人
（
一
九
三
九
）「
富
士
に
憑
か
れ
て
」『
大
富
士
』
第
九
巻
第
七
号
、
四
四



田園俳人松本椿年の生涯と作品（四）

一
五

－

四
五
頁

古
見
豆
人
選
輯
（
一
九
四
〇
）『
大
富
士
句
帖
』
第
三
輯
、
大
富
士
吟
社
（
昭
和
十

五
年
八
月
発
行
『
大
富
士
』
第
七
巻
第
一
号
〜
第
九
巻
第
十
二
号　

昭
和
十
二

年
一
月
〜
昭
和
十
四
年
十
二
月
の
掲
載
句
か
ら
選
句
掲
載
）

古
見
豆
人
（
一
九
四
二
）「
大
富
士
風
土
記
（
續
）　

駿
河
小
山
支
部
」『
大
富
士
』

第
十
二
巻
第
二
号
（
昭
和
十
七
年
二
月
号
）、
四
四

－

四
五
頁

古
見
豆
人
選
輯
（
一
九
四
四
）『
大
富
士
句
帖
』
第
四
輯
、
大
富
士
吟
社
（
昭
和
十

九
年
十
二
月
発
行
『
大
富
士
』
第
十
巻
第
一
号
〜
第
十
二
巻
第
十
二
号　

昭
和

十
五
年
一
月
〜
昭
和
十
七
年
十
二
月
の
掲
載
句
か
ら
選
句
掲
載
）

古
見
豆
人
（
一
九
五
三
）「
足
柄
峠
」『
大
富
士
』
第
二
十
三
巻
第
十
二
号
（
昭
和
二

十
八
年
十
二
月
号
）、
二
四

－

二
二
頁

岩
田
昌
（
一
九
九
七
）「
富
士
紡
労
働
者
・
矢
後
利
一
の
生
涯
」『
静
岡
県
近
代
史
研

究
』
第
二
三
号
、　

三
二

－

五
九
頁

加
納
野
梅
編
（
一
九
三
二
）『
新
草
俳
句
集
』
野
梅
吟
社
（
昭
和
七
年
十
二
月
発
行　

『
新
草
』
創
刊
号
〜
昭
和
七
年
八
月
号
よ
り
選
句
掲
載
）

前
田
弥
一
（
岳
人
）（
一
九
六
五
）『
自
選　

岳
人
句
集
』
私
家
版

松
本
椿
年
（
一
九
三
四
）「
各
地
句
座　

駿
河
小
山
あ
ゆ
み
句
會
」『
大
富
士
』
第
四

巻
第
十
一
号
、
一
九
頁

松
本
椿
年
（
一
九
六
六
）　
「
私
の
雅
号
」『
み
づ
う
み
』
第
三
二
三
号
（
昭
和
四
十

一
年
二
月
号
）、
二
〇
頁

松
本
傳
次
郎
（
椿
年
）（
一
九
七
〇
）『
句
集　

老
雅
』
私
家
版

松
本
傳
次
郎
（
椿
年
）（
一
九
八
二
）『
第
二
句
集　

限
界
』
私
家
版

宮
川
充
司
（
二
〇
一
六
）「
田
園
俳
人
松
本
椿
年
の
生
涯
と
作
品
│
生
涯
発
達
心
理

学
の
観
点
か
ら
略
年
譜
の
試
作
│
」『
椙
山
女
学
園
大
学
研
究
論
集
』
第
四
十

七
号　

人
文
科
学
篇
、
四
三

－

五
九
頁

宮
川
充
司
（
二
〇
一
七
）「
田
園
俳
人
松
本
椿
年
の
生
涯
と
作
品
（
二
）
│
明
治
大

正
期
か
ら
終
戦
頃
ま
で
の
ラ
イ
フ
イ
ベ
ン
ト
と
作
品
│
」『
椙
山
女
学
園
大
学

研
究
論
集
』
第
四
十
八
号　

人
文
科
学
篇
、
二
三

－

四
〇
頁

宮
川
充
司
（
二
〇
一
八
）「
田
園
俳
人
松
本
椿
年
の
生
涯
と
作
品
（
三
）
│
昭
和
初

期
か
ら
昭
和
四
十
年
頃
（
高
齢
期
）
ま
で
の
ラ
イ
フ
イ
ベ
ン
ト
と
作
品
│
」

『
椙
山
女
学
園
大
学
研
究
論
集
』
第
四
十
九
号　

人
文
科
学
篇
、
二
一

－

三
六

頁

小
笠
原
龍
人
編
（
一
九
六
八
）『
塔
創
刊
十
周
年
記
念
合
同
句
集　

星
苑
』
塔
俳
句

会

小
笠
原
龍
人
編
（
一
九
七
三
）『
塔
創
刊
十
五
周
年
記
念
合
同
句
集　

蒼
穹
』
塔
俳

句
会

小
笠
原
龍
人
（
一
九
七
四
）『
句
集　

孤
灯
』
塔
俳
句
会

湯
山
逸
素
（
一
九
六
九
）『
逸
素
句
集
』
私
家
版

＊
教
育
学
部　

子
ど
も
発
達
学
科

資
料
一　

松
本
椿
年
（
傳
次
郎
）
年
譜
（
改
訂
第
三
版
）

　

年
月

　

年
齢

　

出
来
事

明
治
二
十
年 

（1887

） 

七
月

誕
生

静
岡
県
駿
東
郡
中
嶋
村
の
旧
家
の
三
男
と
し
て
誕
生
（
七
月
七
日
）

父
親
松
本
勘
太
郎（
俳
号
吉
野
庵
禾
袷
）四
十
五
歳
、母
き
く
四
十
一
歳

義
兄
紋
次
郎
（
俳
号
竹
因
）
二
十
六
歳
、
長
姉
ま
さ
二
十
歳
、

次
姉
く
ら
十
二
歳
、
長
兄
半
治
十
歳
、
次
兄
啓
作
三
歳

明
治
二
十
四
年

（1891

） 

十
月

四
歳

義
兄
松
本
紋
次
郎
と
長
姉
ま
さ
に
長
女
り
ん
生
ま
れ
る
が
、
翌
明
治

二
十
五
年
（1892

）
一
月
早
世

明
治
二
十
七
年

（1894

） 

四
月

 

九
月

六
歳

六
〜
七
歳

頃
の
冬

七
歳

静
岡
県
駿
東
郡
六
合
村
立
成
美
尋
常
高
等
小
学
校（
尋
常
科
）入
学

父
禾
袷
の
句
会
の
折
、最
初
の
朝
寒
の
句
を
口
ず
さ
み
喝
采

　

朝
寒
く
茶
祷
茶
碗
の
氷
り
い
し

妹
あ
き
（
勘
太
郎
三
女
）
誕
生

明
治
三
十
一
年

（1898
） 
三
月

 
四
月

 

九
月

十
歳

十
一
歳

静
岡
県
駿
東
郡
六
合
村
立
成
美
尋
常
高
等
小
学
校（
尋
常
科
）卒
業

父
親
よ
り
俳
号
椿
年
を
与
え
ら
れ
、
こ
の
頃
か
ら
句
作

静
岡
県
駿
東
郡
六
合
村
立
成
美
尋
常
高
等
小
学
校（
高
等
科
）進
学

妹
あ
き
早
世



宮　川　充　司

一
六

明
治
三
十
二
年

（1899

） 

六
月

 

八
月

十
一
歳

十
二
歳

同
村
の
山
﨑
伊
三
郎
の
養
子
と
な
る

妹
イ
ワ
（
勘
太
郎
四
女
）
誕
生

明
治
三
十
四
年

（1901
） 
一
月

十
三
歳

長
兄
半
治　

室
伏
ま
つ
と
婚
姻

明
治
三
十
五
年

（1902

） 

三
月

十
四
歳

静
岡
県
駿
東
郡
六
合
村
立
成
美
尋
常
高
等
小
学
校（
高
等
科
）卒
業

明
治
三
十
九
年

（1906

） 

十
月

十
九
歳

義
兄
松
本
紋
次
郎
ま
さ
夫
婦
、
砂
山
の
ぶ
（
明
治
三
十
八
年
二
月
生

一
歳
）
を
養
女
と
す
る

明
治
四
十
年

（1 907

）

二
十
歳

富
士
紡
績
小
山
工
場
勤
務

明
治
四
十
一
〜

二
年（1908

〜

1909

） 

二
月

二
十
一
歳

二
十
二
歳

次
兄
啓
作
小
野
家
（
生
土
）
に
婿
養
子

六
合
村
生
土
三
十
六
番
地
に
転
居

明
治
四
十
三
年

（1910

） 

十
月

 

十
一
月

二
十
三
歳

山
﨑
伊
三
郎
と
の
養
子
縁
組
解
消
、
松
本
家
に
復
縁

駿
東
郡
北
郷
村
山
﨑
利
三
郎
の
次
女
す
み
と
婚
姻
入
籍

長
女
イ
マ
誕
生

大
正
二
年 

（1913

） 

七
月

 

十
一
月

二
十
六
歳

生
家
に
近
い
小
山
町
中
島
十
八
番
地
に
転
居

次
女
サ
ク
誕
生

妹
イ
ワ
没
（
行
年
十
五
歳
）

大
正
五
年 

（1916

） 

一
月

 

七
月

二
十
八
歳

二
十
九
歳

長
兄
半
治
妻
ま
つ
没
（
行
年
四
十
四
歳
）
三
男
三
女
を
な
す
が
い
ず

れ
も
早
世

母
き
く
没
（
行
年
七
十
一
歳　

老
衰
）

大
正
六
年 

（1917

） 

九
月

 

十
一
月

三
十
歳

分
家
（
小
山
町
中
島
六
十
二
番
地
に
居
住
）

長
兄
半
治　

岩
田
や
す
と
再
婚

三
女
志
磨
誕
生

長
兄
半
治
四
男
紋
地
（
嗣
子
）
誕
生

大
正
九
年 

（1920

） 

二
月

三
十
二
歳

長
兄
半
治
妻
や
す
没
（
行
年
二
十
八
歳
）

長
兄
半
治　

り
ょ
う
と
再
婚

大
正
十
年 

（1921

） 

五
月

三
十
三
歳

四
女
み
ど
り
誕
生

大
正
十
一
年 

（1922

） 

二
月

 

四
月

 

十
二
月

三
十
四
歳

三
十
五
歳

五
女
愛
子
誕
生

長
姉
ま
さ
没
（
行
年
五
十
七
歳
）

父
勘
太
郎
没
（
行
年
八
十
二
歳
）

大
正
十
二
年 

（1923

） 

八
月

 

九
月

 

十
月

三
十
六
歳

富
士
紡
績
小
山
工
場
労
働
争
議

関
東
大
震
災　

富
士
紡
績
小
山
工
場
被
災　

死
傷
者
多
数

富
望
主
追
悼
句
会
天
位
（
選
者
服
部
畊
石
）

　
　

供
物
た
た
霊
棚
の
灯
の
揺
ら
く
の
み

こ
の
頃
か
ら
本
格
的
に
俳
句
を
作
り
始
め
る　

富
士
紡
績
小
山
工
場

内
に
俳
句
部
創
部
『
篝
』
創
刊

こ
の
頃
、
加
納
野
梅
門
下
坂
本
緑
村
帰
村　

加
納
野
梅
坂
本
緑
村
宅

訪
問
（
昭
和
三
年
以
前
）　

加
納
野
梅
主
宰
『
鬼
栗
毛
』
投
句

大
正
十
四
年 

（1925

） 

三
月

三
十
七
歳

長
兄
半
治
妻
り
ょ
う
没

大
正
十
五
年 

（1926

） 

六
月

三
十
八
歳

長
兄
半
治
没
（
行
年
五
十
歳
）

昭
和
二
年 

（1927

） 

二
月

三
十
九
歳

末
子
（
六
女
）
喜
美
子
誕
生

昭
和
四
年 

（1929

） 

一
月

 

四
月

 

七
月

四
十
一
歳

四
十
二
歳

加
納
野
梅
月
刊
俳
誌
『
新
草
』
創
刊　

坂
本
緑
村
と
投
句

古
見
豆
人
駿
東
郡
小
山
町
立
成
美
尋
常
高
等
小
学
校
長
に
着
任

古
見
豆
人
あ
ゆ
み
吟
社
創
設

古
見
豆
人
の
推
薦
で
渡
邊
水
巴
主
宰
月
刊
俳
誌
『
曲
水
』
に
投
句

『
曲
水
』
第
十
四
巻
第
十
号（
昭
和
四
年
七
月
号
）
に
初
掲
載

　

大
藪
の
明
る
さ
見
ゆ
る
辛
夷
か
な

　

夕
風
に
春
行
く
麥
の
戦
き
か
な

昭
和
五
年 

（1930

） 

四
月

 

六
月

四
十
二
歳
『
あ
ゆ
み
句
帖
』
刊
行

小
山
町
立
成
美
尋
常
高
等
小
学
校
、
小
山
町
立
第
一
尋
常
高
等
小
学

校
に
改
称

昭
和
天
皇
静
岡
行
幸

　
　

行
幸
に
就
き
天
覧
糸
の
飾
玉
を
作
る

　

と
も
す
れ
ば
汗
ば
め
る
手
を
洗
い
つ
つ『
新
草
俳
句
集
』一
〇
八
頁

昭
和
六
年 

（1931

） 

一
月

 

十
月

四
十
三
歳

四
十
四
歳

古
見
豆
人
大
富
士
吟
社
創
設　

俳
誌
『
大
富
士
』
創
刊
同
人

草
庵
新
築

　

飾
矢
の
鬼
門
差
し
ゐ
る
銀
河
か
な
（『
曲
水
』
第
十
七
巻
第
三
号
）

昭
和
七
年 

（1932
） 
十
月

四
十
五
歳

富
士
紡
績
小
山
工
場
退
社



田園俳人松本椿年の生涯と作品（四）

一
七

昭
和
八
年 

（1933

） 

一
月

  
四
月

四
十
五
歳

正
月
富
士
登
山

雪
中
富
士
登
山
五
句
『
曲
水
』
第
十
八
巻
第
四
号
の
竿
頭
を
飾
る

　

吹
雪
く
中
に
御
慶
か
は
わ
し
て
消
え
に
け
り

 

（『
曲
水
』
第
十
八
巻
第
四
号
三
五
頁
）

末
子
喜
美
子
小
山
第
一
尋
常
小
学
校
に
入
学

　

木
の
芽　

末
子
入
学　

広
げ
た
る
本
の
匂
ひ
や
子
の
芽
晴
れ

 

（『
大
富
士
句
帖
第
一
輯
』
一
七
頁
）

昭
和
九
年 

（1934

） 

九
月

四
十
七
歳

石
田
仏
子
あ
ゆ
み
句
会
初
参
加

昭
和
十
年 

（1935

） 

一
月

 

七
月

四
十
七
歳

四
十
八
歳

こ
の
頃
か
ら
『
曲
水
』
へ
の
投
句
休
止

　
　

義
父
逝
く
三
句

　

凍
土
に
放
り
出
し
た
る
飾
り
か
な

　

松
と
り
し
穴
に
立
て
け
り
門
位
牌

　

霜
に
立
て
て
折
れ
し
線
香
や
笹
子
鳴
く

  

（『
大
富
士
』
第
五
巻
第
三
号　

昭
和
十
年
三
月
号　

三
頁
）

小
山
第
一
尋
常
高
等
小
学
校
教
員
大
島
源
悟
郎
君
溺
死
（
三
句
）

　

水
底
の
子
を
呼
ぶ
母
や
雲
の
峰

　

夏
の
草
匂
は
し
く
焚
火
煙
け
り

　

暮
れ
ん
ず
る
水
に
火
映
え
る
河
鹿
か
な

 

（『
大
富
士
』
第
五
巻
第
十
号　

昭
和
十
年
十
月
号　

四
頁
）

昭
和
十
一
年 

（1936

） 

三
月

四
十
八
歳

次
姉
く
ら
没
（
行
年
六
十
三
歳
）

昭
和
十
二
年 

（1937

） 十
一
月

五
十
歳

日
中
戦
争
の
勃
発
に
よ
り
甥
紋
地
招
集

　

秋
雨
を
擧
手
に
は
じ
き
て
征
き
に
け
り

 

（『
大
富
士
』
第
八
巻
第
一
号　

昭
和
十
三
年
一
月
号
）

昭
和
十
三
年

（1938

） 

四
月

五
十
歳

古
見
豆
人
小
山
第
一
尋
常
高
等
小
学
校
長
を
退
職
し
、
湘
南
学
園

（
高
座
郡
藤
澤
町
鵠
沼
）
に
異
動　

大
富
士
吟
社
東
京
世
田
谷
に
移

転豆
人
先
生
送
別
句
會

　
　

半
こ
げ
し
ま
ま
咲
満
ち
し
櫻
か
な

（『
大
富
士
』
第
八
巻
第
六
号　

各
地
句
座　

駿
河
小
山　

豆
人
先
生

送
別
句
會
四
月
二
日
小
山
第
一
尋
常
高
等
小
学
校
被
服
室
）

昭
和
十
四
年 

（1939

） 

一
月

 

二
月

五
十
一
歳

初
孫
光
弘
誕
生

　

孫
の
尿
膝
に
ぬ
く
と
し
今
朝
の
秋

　

秋
の
灯
や
己
が
お
な
ら
に
怖
ゆ
る
皃

 

（『
大
富
士
』
第
九
巻
第
十
一
号　

昭
和
十
四
年
十
一
月
号
）

豆
人
師
小
山
再
来
訪

 

十
二
月

五
十
二
歳

本
家
甥
紋
地
戦
死

末
子
喜
美
子
を
松
本
本
家
の
養
女
と
す
る

昭
和
十
五
年 

（1940

） 

四
月

 

五
月

 

八
月

五
十
二
歳

五
十
三
歳

長
女
イ
マ
の
配
偶
者
杉
山
辰
雄
と
養
子
縁
組（
松
本
家
嗣
子
と
す
る
）

甥
紋
地
の
遺
骨
と
軍
刀
帰
還

　
　

戦
死
せ
る
甥
の
遺
骨
を
迎
え
て
（
二
句
）

南
風　
　

南
風
や
血
曇
り
濃
ゆ
き
日
本
刀

　
　
　
　

抱
く
遺
骨
脈
う
て
る
か
に
南
風
を
ゆ
く

 

（『
大
富
士
句
帖
』
第
四
輯　
『
大
富
士
』
第
十
巻
第
八
号
）　

内
孫
京
子
（
辰
雄
イ
マ
長
女
）
誕
生

昭
和
十
六
年 

（1941

） 

二
月

 

四
月

五
十
三
歳

次
女
サ
ク
婚
姻

『
大
富
士
』
第
十
一
巻
第
四
号
へ
の
投
句
を
最
後
に
投
句
休
止

父
八
十
六
歳
生
前
墓
碑
を
建
つ
（
二
句
）

　

冬
凪
の
入
日
に
に
じ
め
り
朱
入
文
字

　

冬
凪
や
己
が
石
碑
に
ぬ
か
づ
け
る

　

十
二
月
の
れ
ん
げ
咲
き
け
り
霜
の
中

昭
和
十
七
年 

（1942

） 

二
月

五
十
四
歳

内
孫
奈
美
江
誕
生

昭
和
十
八
年 

（1943

）十
一
月

五
十
六
歳

義
兄
紋
次
郎
没
（
行
年
八
十
六
歳
）

昭
和
十
九
年 

（1944

） 

二
月

五
十
六
歳

孫
光
弘
早
世
（
行
年
六
歳
）

昭
和
二
十
年 

（1945

） 

二
月

 

十
二
月

五
十
七
歳

五
十
八
歳

三
女
志
磨
婚
姻

次
兄
啓
作
没
（
行
年
六
十
一
歳
）

昭
和
二
十
一
年 

（1946

） 

二
月

 

四
月

五
十
八
歳

内
孫
典
彦
誕
生
（
二
月
八
日
）

四
女
み
ど
り
婚
姻

昭
和
二
十
二
年 

（1947

） 

四
月

五
十
九
歳

末
子
喜
美
子
、
山
﨑
栄
と
婚
姻
（
松
本
本
家
の
嗣
子
と
す
る
）

昭
和
二
十
三
年 

（1948
） 

五
月

六
十
歳

『
大
富
士
』
投
句
一
時
復
帰
（
第
十
八
巻
第
五
号
・
十
一
号　

第
十

九
巻
第
六
号
・
十
号
）
Ｇ
Ｈ
Ｑ
に
よ
る
『
大
富
士
』
の
検
閲
廃
止

本
家
外
孫
卓
美
誕
生

昭
和
二
十
四
年 

（1949

） 

四
月

六
十
一
歳

内
孫
時
男
誕
生



宮　川　充　司

一
八

昭
和
二
十
五
年

（1950

） 

九
月

六
十
三
歳

本
家
外
孫
幸
久
誕
生

昭
和
二
十
六
年

（1951
） 十
一
月

六
十
四
歳

五
女
愛
子
婚
姻
（
石
田
仏
子
夫
妻
が
仲
人
）

昭
和
二
十
八
年

（1953

） 

七
月

 

九
月

六
十
五
歳

六
十
六
歳

豆
人
師
を
迎
え
た
句
会
参
加　

足
柄
支
部
句
会
再
開　

七
月
一
日
円

通
寺　

ダ
リ
ヤ
浴
衣
青
田
句
會
時
鳥
廻
吟

　

時
鳥
夜
更
け
の
峯
に
何
の
灯
ぞ

（『
大
富
士
』
第
二
十
三
巻
九
号　

昭
和
二
十
八
年
九
月
号　

支
部
精

進
情
報　

足
柄
支
部
）

豆
人
師
を
迎
え
た
足
柄
支
部
句
会　

萩
廻
吟
雑
詠
句
會

　

霧
の
中
に
朝
の
音
あ
り
鳥
渡
る

（『
大
富
士
』
第
二
十
三
巻
第
十
二
号　

昭
和
二
十
八
年
十
二
月　

支

部
精
進
情
報　

静
岡
県
足
柄
支
部
）

昭
和
二
十
九
年

（1954

） 

二
月

 

五
月

 

十
一
月

六
十
六
歳

六
十
七
歳

『
大
富
士
』
第
二
十
四
巻
二
号
へ
の
投
句
再
開

　
　

老
後

　

ま
だ
餅
を
つ
き
得
る
力
あ
り
に
け
り

　

凶
作
の
田
面
と
も
な
し
初
日
の
出

足
柄
峠
豆
人
句
碑
（
春
風
は
幼
け
き
日
の
匂
ひ
か
や
）
除
幕
式
記
念

句
会
（
五
月
二
十
三
日
）

富
士
か
ら
の
薫
風
句
碑
の
座
を
巡
る
（
記
念
句
会
）

本
家
外
孫
い
さ
子
誕
生

昭
和
三
十
年 

（1955

） 

五
月

六
十
七
歳

妻
す
み
逝
去　

行
年
六
十
九
歳　

老
衰

　
　

老
妻
没
す　

三
句

　

う
な
づ
け
ど
目
は
う
つ
ろ
な
り
南
風
に
灯
す

　

子
の
孫
の
泣
く
を
制
し
て
南
風
に
佇
つ

　

師
よ
り
の
悼
句
南
風
の
線
香
つ
ぎ
足
し
ぬ

 

（『
大
富
士
』
第
二
十
五
巻
第
七
号　

昭
和
三
十
年
七
月
号
）

昭
和
三
十
一
年

（1956

） 

三
月

六
十
八
歳

湯
山
逸
素
細
道
會
を
起
こ
し
、
俳
誌
『
細
道
』
創
刊

昭
和
三
十
三
年

（1958

） 

十
月

 

十
一
月

七
十
一
歳

外
孫
孝
光
早
世

古
見
豆
人
没
（
十
一
月
二
十
二
日
花
石
蕗
忌
）

俳
誌
『
大
富
士
』
第
二
十
五
巻
十
一
号
（
昭
和
三
十
三
年
十
一
月

号
）
を
も
っ
て
廃
刊

昭
和
三
十
四
年

（1959

） 

一
月

七
十
一
歳

小
笠
原
龍
人
『
大
富
士
』
の
後
継
誌
と
し
て
『
塔
』
創
刊

こ
の
年
の
内
に
『
塔
』
同
人
と
し
て
参
加

昭
和
三
十
五
年

（1960

） 

十
月

七
十
三
歳

原
田
濱
人
籠
坂
峠
句
碑
建
立

句
碑
除
幕
式
に
湯
山
逸
素
の
誘
い
で
列
席

昭
和
三
十
六
年

（1961

） 

一
月

七
十
三
歳

原
田
濱
人
主
宰
の
『
み
づ
う
み
』
同
人
参
加

　

植
ゑ
進
む
苗
木
苗
木
の
陽
炎
へ
る

　

括
り
桑
解
け
て
陽
炎
さ
か
ん
な
る

 

（『
句
集　

老
稚
』
四
〇
頁　

括
り
桑
解
け
が
陽
炎
広
ご
れ
り
）

 

（『
み
づ
う
み
』
第
二
五
六
号　

昭
和
三
十
六
年
五
月
号
）

昭
和
三
十
八
年

（1963

） 十
二
月

七
十
六
歳

義
弟
事
故
死

　
　

入
寂
の
足
の
硬
ば
り
北
風
す

 

（『
み
づ
う
み
』
第
二
百
八
十
九
号　

昭
和
三
十
九
年
二
月
号
）

　

夜
の
落
葉
悲
報
に
急
ぐ
道
細
く

　

風
に
狂
ふ
木
の
葉
の
中
を
柩
ゆ
く

　

昨
日
埋
め
し
墓
な
れ
木
の
葉
は
や
た
め
て

 

（『
塔
』
第
六
巻
二
号　

昭
和
三
十
九
年
二
月
号
）

昭
和
三
十
九
年

（1964

） 

一
月

 

三
月

 

七
月

 

十
一
月

七
十
六
歳

七
十
七
歳

内
孫
京
子
婚
姻

　

と
つ
ぐ
娘
の
門
出
初
東
風
め
ぐ
る
石

 

（『
塔
』
第
六
巻
第
三
号　

昭
和
三
十
九
年
三
月
号
）

　

仏
だ
ん
の
春
灯
に
震
え
角
か
く
し

　

春
寒
や
嫁
ぎ
ゆ
く
娘
の
別
れ
言

 

（『
塔
』
第
六
巻
第
六
号　

昭
和
三
十
九
年
六
月
号
）

湯
山
素
鷗
没
（
三
月
十
一
日
素
歐
忌
）

喜
寿
の
祝

　

七
夕
の
笹
影
に
居
て
喜
寿
の
膳

 

（『
み
づ
う
み
』
第
二
百
九
十
七
号　

昭
和
三
十
九
年
十
月
号
）

初
曽
孫
（
孫
京
子
長
男
）
誕
生

昭
和
四
十
年

（1965

） 

三
月

 

四
月

 
五
月

七
十
七
歳

湯
山
素
鷗
一
周
忌
追
善
句
会

　

素
鷗
忌
の
句
碑
に
ゆ
ら
ゆ
ら
花
の
影

　

花
冷
や
句
碑
に
た
つ
ぷ
り
手
向
け
酒

 

（『
み
づ
う
み
』
第
三
百
十
号　

昭
和
四
十
年
十
一
月
号
）

内
孫
奈
美
江
婚
姻

　

光
り
合
う
て
二
尾
の
若
鮎
瀬
を
遡
る

 

（『
み
づ
う
み
』
第
三
百
十
号　

昭
和
四
十
年
十
一
月
号
）

初
曽
孫
の
句

　

庭
若
葉
笑
い
お
ほ
へ
し
児
を
腕

 

（『
塔
』
第
七
巻
第
八
号　

昭
和
四
十
年
八
月
号
）

初
曽
孫
初
節
句

　

尾
を
富
士
へ
箱
根
へ
振
り
て
鯉
幟

 

（『
塔
』
第
七
巻
九
号　

昭
和
四
十
年
九
月
号
）



田園俳人松本椿年の生涯と作品（四）

一
九

 

九
月

七
十
八
歳

嗣
子
辰
雄
病
没
（
行
年
五
十
九
歳　

九
月
二
十
二
日
没
）

　
　

嗣
子
淋
巴
腺
肉
腫
に
て
逝
く

　

秋
冷
の
耳
寄
せ
聴
く
や
吾
子
の
声

 

（『
み
づ
う
み
』
第
三
百
十
二
号　

昭
和
四
十
一
年
一
月
号
）

昭
和
四
十
一
年

（1966

） 
一
月

 

五
月

 

六
月

 

十
月

七
十
八
歳

七
十
九
歳

菩
提
寺
勝
福
寺
住
職
突
如
入
寂

　

明
け
き
ら
ぬ
山
門
凍
て
の
固
き
踏
む

 

（『
塔
』
第
八
巻
第
五
号　

昭
和
四
十
一
年
五
月
号
）

豆
人
先
生
句
碑
の
除
幕　

五
月
八
日
ゆ
か
り
深
き
金
時
神
社
に
て

　
　

献
詠
句　
　
　
（
大
富
士
句
碑
）

　

秋
晴
や
水
に
影
も
ゆ
社
の
朱

　
　

 （『
塔
』
第
八
巻
第
七
号　

昭
和
四
十
一
年
七
月
号　

燕
信
雁
報　

小
見
山
葭
女　

一
四
頁
）

大
島
旅
行

　

梅
雨
日
眩
し
あ
ん
こ
と
並
び
撮
ら
れ
居
て

 

（『
み
づ
う
み
』
第
三
百
二
十
二
号　

昭
和
四
十
一
年
十
一
月
号
）

二
人
目
の
曽
孫
（
内
孫
京
子
長
女
）
誕
生

昭
和
四
十
二
年

（1967

） 十
二
月

八
十
歳

親
族
事
故
死
（
十
二
月
二
十
八
日
）

　

元
日
や
床
に
据
え
た
る
お
骨
壺

 

（『
塔
』
第
十
巻
第
六
号　

昭
和
四
十
三
年
六
月
号
）

　

会
葬
者
揃
う
間
庫
裡
の
ス
ト
ー
ブ
へ

　

葬
り
来
て
浄
め
の
手
塩
胼
に
入
む

 

（『
み
づ
う
み
』
第
三
百
四
十
二
号　

昭
和
四
十
三
年
七
月
号
）

昭
和
四
十
三
年

（1968

） 

九
月

 

十
一
月

八
十
一
歳

塔
俳
句
会
『
塔
創
刊
十
周
年
合
同
句
集　

星
苑
』
刊
行

初
曽
孫
袴
着

袴
着
の
拍
手
小
さ
く
響
き
け
り

 

（『
塔
』
第
十
一
巻
第
二
号　

昭
和
四
十
四
年
二
月
号
）

昭
和
四
十
四
年

（1969

） 

八
月

 

九
月

八
十
二
歳

三
人
目
の
曽
孫
（
内
孫
奈
美
江
長
男
）
誕
生

四
人
目
の
曽
孫
（
内
孫
京
子
次
男
）
誕
生

昭
和
四
十
五
年

（1970

） 

四
月

 

十
一
月

八
十
二
歳

八
十
三
歳

『
句
集　

老
稚
』
出
版

病
床
の
原
田
濱
人
を
門
弟
と
見
舞
う

　

師
を
か
こ
み
小
春
の
障
子
開
け
て
撮
る

　

手
に
残
る
師
の
握
力
や
小
春
凪

 

（『
み
づ
う
み
』
第
三
七
五
号　

昭
和
四
十
六
年
四
月
号
）

昭
和
四
十
六
年

（1971

） 

四
月

 

五
月

 

九
月

八
十
三
歳

八
十
四
歳

父
松
本
松
本
勘
太
郎（
俳
号
吉
野
庵
禾
袷
）の
句
碑
松
本
本
家
に
建
立

　

初
日
の
出
月
を
う
し
ろ
に
拝
み
け
り　

禾
袷

冬
晴
の
句
碑
自
宅
前
庭
に
建
立

　

冬
晴
や
底
藻
さ
や
か
に
動
き
居
り　
　

椿
年

菩
提
寺
勝
福
寺
晋
山
式

　

晋
山
の
経
に
天
風
来
て
薫
る

 
 （『

み
づ
う
み
』
第
三
八
〇
号　

昭
和
四
十
六
年
九
号
）

円
覚
寺
舎
利
法
式
団
参

　

管
長
の
一
喝
凛
と
冴
え
渡
る

　

法
悦
や
鎌
倉
山
の
月
ま
ろ
し

 

（「
塔
』
第
十
四
巻
第
一
号　

昭
和
四
十
七
年
一
月
号
）

昭
和
四
十
七
年

（1972

） 

七
月

 

八
月

 

九
月

 

十
月

八
十
五
歳

小
山
町
大
水
害
（
七
月
十
二
日
）

　

田
も
畑
も
川
原
と
な
り
て
虫
す
だ
く

　

決
潰
の
ダ
ム
底
幽
し
尽
の
虫

 

（『
塔
』
第
十
五
巻
第
四
号　

昭
和
四
十
八
年
四
月
号
）

『
み
づ
う
み
』
主
宰
原
田
濱
人
没
（
八
月
四
日　

八
十
八
歳
）

五
人
目
の
曽
孫
（
内
孫
奈
美
江
次
男
）
誕
生

芹
沢
風
外
没

　

法
師
蝉
水
さ
び
て
ゐ
る
墓
茶
碗

 

（『
み
づ
う
み
』
第
三
九
六
号　

昭
和
四
十
八
年
一
月
号
）

伊
勢
団
体
バ
ス
一
泊
旅
行

　

波
荒
る
る
雨
の
二
見
の
十
三
夜

 

（『
塔
』
第
十
五
巻
第
七
号　

昭
和
四
十
八
年
七
月
号
）

昭
和
四
十
八
年

（1973

） 

三
月

 

九
月

八
十
五
歳

八
十
六
歳

前
田
岳
人
没　

行
年
八
十
七
歳
（
三
月
二
十
八
日
）

　
　

岳
人
逝
く
五
句

　

次
に
逝
く
は
吾
か
も
春
の
雲
仰
ぐ

　

花
冷
え
の
土
か
け
て
永
遠
の
別
れ
か
な

 

（『
み
づ
う
み
』
第
四
百
二
号
昭
和
四
十
八
年
七
月
号
）

塔
俳
句
会
『
塔
創
刊
十
五
周
年
合
同
句
集　

蒼
穹
』
刊
行

昭
和
四
十
九
年

（1970

） 

一
月

 

三
月

 

四
月

 

九
月

八
十
六
歳

八
十
七
歳

六
人
目
の
曽
孫
（
内
孫
奈
美
江
長
女
）
誕
生

米
寿
の
祝

　

子
孫
曽
孫
う
ら
ら
か
に
顔
を
揃
え
け
り

 

（『
塔
』
第
十
六
巻
第
八
号　

昭
和
四
十
九
年
八
月
号
）

石
田
仏
子
和
光
市
に
転
居　

五
月
十
九
日
中
島
公
民
館
で
送
別
句
会

家
督
を
嫡
孫
典
彦
に
譲
る

　

孫
に
ゆ
ず
る
登
記
す
ま
し
月
涼
し

 

（『
塔
』
第
十
六
巻
第
十
一
号　

昭
和
四
十
九
年
十
一
月
号
）



宮　川　充　司

二
〇

昭
和
五
十
年

（1971

） 

十
月

 

十
一
月

八
十
八
歳

内
孫
典
彦
婚
姻

静
岡
県
知
事
杯
賜
杯

　

い
み
じ
く
も
知
事
杯
賜
う
天
高
し

 

（『
塔
』
第
十
八
巻
第
二
号　

昭
和
五
十
一
年
二
月
号
）

昭
和
五
十
一
年

（1972

） 

一
月

八
十
八
歳

曽
孫
が
さ
ら
に
増
え
る

　

ま
た
一
人
曽
孫
が
増
え
た
る
年
迎
ふ

　
　

 （『
塔
』
第
十
八
巻
第
五
号　

昭
和
五
十
一
年
五
月
号
水
煙
集　

同
人
作
品　

三
三
頁
）

昭
和
五
十
六
年

（1981

） 

六
月

 

九
月

九
十
三
歳

九
十
四
歳

勝
福
寺
に
て
岩
田
柴
人
・
小
野
虹
人
の
追
悼
句
会
（
六
月
十
日
）

　

追
悼
の
句
も
な
く
梅
雨
の
忌
に
侍
る

 

（『
み
づ
う
み
』
第
四
九
九
号　

昭
和
五
十
六
年
八
月
号
）

石
田
仏
子
没
（
九
月
十
八
日
）
行
年
七
十
四
歳

昭
和
五
十
七
年

（1982

） 

四
月

 

八
月

 

九
月

九
十
四
歳

九
十
五
歳

『
第
二
句
集　

限
界
』
出
版

『
仏
子
句
集　

花
筏
』
没
後
出
版
九
月

湯
山
逸
素
没　

行
年
九
十
二
歳

昭
和
五
十
九
年

（1984

） 

九
月

 

十
一
月

九
十
七
歳

俳
誌
『
椎
』
投
句
絶
筆

　

夏
め
け
る
空
を
編
み
を
り
朝
の
蜘
蛛

　

薫
風
や
名
な
き
一
瀑
木
々
を
打
つ

　

こ
の
土
地
の
清
水
は
み
ん
な
富
士
よ
り
す

 

（『
椎
』
第
百
九
号　

昭
和
五
十
九
年
九
月
号
）

初
曽
孫
成
人
の
祝
い

　

祝
吟　

大
木
と
な
る
も
一
つ
の
実
か
ら
な
る

昭
和
六
十
一
年

（1986

） 

二
月

九
十
八
歳

行
年
百
歳
に
て
逝
去

　
　

絶
吟

　

春
風
に
乗
つ
て
ゆ
か
ば
や
句
の
行
脚
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